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Marry　Christmas！
　12月11日、ホテル本陣で白石在住在宅心身障害児者クリス
マス会が開催されました。

　これは白石地域ボランティアサークル「つくし」（小野寺
かおり代表、会員12名）が主催するもので、今年で23年目を
迎えるそうです。つくしではこの他にも、花見の会、宿泊訓
練、いも煮などを季節にあわせて催しているそうです。

　参加者は午前中、様々なゲームに参加し、クリスマスプレ
ゼントををもらうと嬉しそうな笑顔を見せていました。昼食
をはさんで午後はお待ちかねの「カラオケ」です。今回初挑
戦ということで緊張気味の人もいましたが、いざマイクを握

ると、みんななかなかの美声でした〃
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福
祉
・
文
化
・
環
境
を

○

　
新
年
明
け
ま
し
て

　
　
　
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

　
大
凶
作
の
被
害
を
ま
と
も
に
受
け
た

一
昨
年
と
は
対
照
的
に
、
豊
作
と
な
っ

た
昨
年
は
、
白
石
市
に
と
り
ま
し
て
も

市
制
施
行
四
十
周
年
の
記
念
す
べ
き
年

で
あ
り
ま
し
た
。
記
念
事
業
で
あ
る
白

石
城
天
守
閣
の
完
成
に
加
え
、
神
奈
川

県
海
老
名
市
と
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
パ

ー
ス
ト
ビ
ル
市
と
の
姉
妹
都
市
盟
約
調

印
な
ど
の
記
念
式
典
を
行
い
、
二
十
一

世
紀
に
向
け
た
都
市
づ
く
り
の
方
向
性

を
市
民
の
皆
様
と
と
も
に
確
認
し
あ
っ

た
節
目
の
年
で
も
あ
り
ま
し
た
。

　
従
来
、
ま
ち
お
こ
し
に
は
二
つ
の
手

法
が
あ
り
ま
し
た
。
す
な
わ
ち
、
産
業

一貞
長

　井

市

　」

の
振
興
と
個
性
あ
る
ま
ち
づ
く
り
で
あ

り
ま
す
。
就
任
以
来
、
新
幹
線
白
石
蔵

王
駅
及
び
白
石
イ
ン
タ
i
周
辺
に
展
開

し
て
き
た
企
業
の
誘
致
は
、
一
定
の
成

果
を
お
さ
め
、
現
在
個
性
あ
る
ま
ち
づ

く
り
に
取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
。

　
そ
の
中
核
で
あ
る
白
石
城
の
復
元
は

天
守
閣
が
ほ
ぼ
完
成
し
、
現
在
大
手
二

の
門
工
事
を
続
け
て
お
り
、
そ
の
後
一

の
門
工
事
、
環
境
整
備
を
終
わ
ら
せ
、

三
月
に
完
成
い
た
し
ま
す
。

　
併
せ
て
旧
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
の
建

物
を
（
仮
称
）
白
石
城
歴
史
探
訪
ミ
ュ

ー
ジ
ア
ム
に
改
修
中
で
す
。
ハ
イ
ビ
ジ

ョ
ン
の
3
D
（
立
体
映
像
）
映
画
を
目

玉
と
し
て
、
白
石
城
の
全
体
模
型
等
を

配
し
た
資
料
館
が
、
五
月
三
日
に
白
石

城
と
同
時
に
オ
ー
プ
ン
い
た
し
ま
す
。

　
こ
れ
と
平
行
し
て
、
市
営
の
有
料
駐

車
場
約
千
八
百
，
m
を
城
北
町
（
二
三

号
南
側
）
に
整
備
し
、
駐
車
場
か
ら
白

石
城
、
武
家
屋
敷
へ
の
散
策
ル
ー
ト
も

六
年
度
内
に
整
備
し
ま
す
。
さ
ら
に
七

年
度
に
は
、
駐
車
場
向
か
い
の
用
地
を

取
得
し
て
、
古
い
商
家
を
改
造
し
た
物

販
休
憩
所
を
整
備
す
る
計
画
で
す
。

　
し
か
し
な
が
ら
将
来
を
見
据
え
、
く

ら
し
日
本
一
の
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
す

た
め
に
は
、
福
祉
・
文
化
・
環
境
の
施

策
が
重
要
に
な
っ
て
ま
い
り
ま
す
。
そ

の
た
め
平
成
五
年
を
福
祉
元
年
と
し
、

作
業
を
続
け
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　
「
白
石
市
高
齢
者
保
健
福
祉
計
画
」

　
（
ゴ
ー
ル
ド
プ
ラ
ン
）
は
、
昨
年
三
月

に
策
定
を
完
了
い
た
し
ま
し
た
。
こ
の

計
画
の
中
心
と
な
る
総
合
福
祉
セ
ン
タ

ー
は
、
今
年
度
に
基
本
設
計
、
測
量
を

終
わ
ら
せ
、
七
年
度
に
実
施
設
計
、
八

～
九
年
度
で
建
設
す
る
計
画
で
す
。

　
施
設
に
は
、
福
祉
事
務
所
と
保
健
課

の
一
部
、
社
会
福
祉
協
議
会
等
が
入
り
、

福
祉
情
報
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
に
よ
る
情

報
提
供
か
ら
業
務
処
理
ま
で
の
総
合
的

○

に
管
理
す
る
情
報
管
理
セ
ン
タ
ー
を
は

じ
め
、
各
種
研
修
室
を
備
え
ま
す
。

　
次
は
（
仮
称
）
ホ
ワ
イ
ト
メ
ッ
セ
を

核
と
す
る
文
化
の
ま
ち
づ
く
り
で
あ
り

ま
す
。
建
築
的
に
も
音
楽
的
に
も
日
本

に
誇
れ
る
施
設
と
す
る
た
め
、
実
施
設

計
を
堀
池
秀
人
氏
に
、
音
楽
監
督
に
世

界
的
音
楽
家
の
三
枝
成
彰
氏
に
お
願
い

し
て
い
ま
す
。

　
六
年
度
中
に
鷹
巣
土
地
区
画
整
理
事

業
地
内
の
約
三
万
，
m
の
用
地
取
得
、
実

施
設
計
を
終
え
、
七
年
度
か
ら
工
事
に

着
手
し
ま
す
。
そ
し
て
国
立
南
蔵
王
青

少
年
野
営
場
に
決
定
し
た
平
成
九
年
の

全
国
植
樹
祭
ま
で
に
は
完
成
さ
せ
る
考

え
で
す
。

　
施
設
は
、
移
動
観
客
席
二
〇
四
八
席

を
備
え
、
室
内
テ
ニ
ス
な
ら
四
面
が
と

れ
る
広
さ
の
ア
リ
ー
ナ
と
、
客
席
六
一

八
席
を
持
っ
た
コ
ン
サ
ー
ト
ホ
ー
ル
、

コ
ー
ヒ
ー
ハ
ウ
ス
、
共
通
ロ
ビ
ー
か
ら

構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
メ
ッ
セ
は
、
し
ら
さ
ぎ
橋
や
斎

川
の
ふ
る
さ
と
の
川
モ
デ
ル
事
業
、
更

に
は
白
石
駅
東
口
駅
前
広
場
の
整
備
な

ど
と
相
ま
っ
て
、
真
に
新
幹
線
駅
周
辺

に
ふ
さ
わ
し
い
新
し
い
都
市
づ
く
り
と

な
る
に
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。

　
ま
た
懸
案
で
あ
り
ま
し
た
第
二
小
学

校
の
改
築
は
、
今
年
度
に
教
育
ゾ
：
ン

（
二
四
教
室
）
を
、
七
年
度
に
パ
ブ
リ

ッ
ク
ゾ
ー
ン
（
屋
内
体
育
館
、
プ
ー
ル

等
）
を
建
設
い
た
し
ま
す
。

　
北
保
育
園
の
移
転
新
築
に
つ
い
て
は
、

す
で
に
着
工
し
て
お
り
平
成
七
年
六
月

末
に
完
成
し
、
八
月
か
ら
定
員
六
〇
名

で
オ
！
プ
ン
す
る
予
定
で
す
。

　
さ
ら
に
、
国
際
姉
妹
都
市
の
盟
約
調

印
を
済
ま
せ
た
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
ハ

ー
ス
ト
ビ
ル
市
と
の
交
流
に
つ
い
て
は
、

青
少
年
の
交
流
を
主
体
に
考
え
て
お
り
、

昨
年
に
引
き
続
き
両
市
中
学
生
の
相
互

派
遣
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。
加
え
て
、

国
際
交
流
基
金
の
運
用
収
益
を
活
用
し

て
、
市
民
の
皆
様
が
行
う
国
際
交
流
事

業
を
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
環
境
に
つ
い
て
は
、
不
伐
の
森
と
し

て
川
原
子
ダ
ム
周
辺
や
大
鷹
沢
の
若
林

公
園
弁
天
沼
を
、
自
然
を
残
し
な
が
ら

市
民
が
憩
え
る
よ
う
に
整
備
し
て
お
り

ま
す
が
、
こ
の
理
念
に
真
っ
向
か
ら
挑

戦
し
て
い
る
小
原
の
産
業
廃
棄
物
最
終

処
分
場
計
画
に
は
断
固
と
し
て
反
対
で

あ
り
、
市
民
の
皆
さ
ん
と
手
を
携
え
最

後
ま
で
戦
い
抜
く
決
意
で
す
。

　
最
後
に
、
「
四
十
に
し
て
惑
わ
ず
」

の
諺
ど
お
り
、
二
十
一
世
紀
に
向
け
て

悔
い
の
な
い
活
力
に
満
ち
た
白
石
市
建

設
の
た
め
に
、
遭
進
し
て
ま
い
り
ま
す

の
で
、
市
民
の
皆
様
の
ご
支
援
、
ご
協

力
を
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
し
、

新
年
の
ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。
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▲白石城天守閣の復元がほぼ終了し、その雄姿をついに市民の皆さんの前に表しました。全体オープンは5月3日になります。
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ム

　
明
け
ま
し
て

　
　
　
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

　
今
年
も
市
民
の
皆
さ
ん
と
共
に
、
す

こ
や
か
な
年
を
迎
え
ま
し
た
こ
と
を
心

か
ら
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　
昨
年
は
白
石
市
に
と
っ
て
市
政
施
行

四
十
周
年
の
節
目
の
年
で
あ
り
、
特
に

地
域
の
独
自
性
を
生
か
し
た
盛
り
だ
く

さ
ん
の
イ
ベ
ン
ト
が
数
多
く
あ
り
ま
し

た
。
中
で
も
神
奈
川
県
海
老
名
市
と
、

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
ハ
ー
ス
ト
ビ
ル
市

と
の
姉
妹
都
市
提
携
の
記
念
す
べ
き
年

で
も
あ
り
ま
し
た
。

　
昨
年
は
当
市
に
と
っ
て
、
本
格
的
な

国
際
交
流
の
見
事
な
ス
タ
ー
ト
を
切
っ

た
素
晴
ら
し
い
夜
明
け
の
年
で
あ
り
ま

し
た
。
今
後
、
国
際
感
覚
の
豊
か
さ
を

求
め
て
、
両
市
の
よ
り
一
層
の
交
流
を

深
め
て
参
り
ま
す
こ
と
を
切
望
す
る
も

の
で
あ
り
ま
す
。

　
さ
て
今
年
は
、
市
民
待
望
の
シ
ン
ボ

ル
「
白
石
城
天
守
閣
」
が
百
二
十
年
ぶ

り
に
、
昔
そ
の
ま
ま
の
姿
で
復
元
し
、

い
よ
い
よ
こ
の
五
月
に
大
手
門
と
も
ど

雄多喜

市議会議長

高橋
も
オ
ー
プ
ン
す
る
運
び
と

な
り
ま
し
た
。

　
白
石
観
光
の
新
し
い
顔

の
誕
生
を
始
め
、
高
齢
化

社
会
に
対
応
す
る
「
総
合

福
祉
セ
ン
タ
ー
」
の
建
設

促
進
、
農
業
の
高
度
化
と

バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
商
店

街
の
活
性
化
も
着
々
と
進

行
中
で
あ
り
ま
す
。

　
今
年
も
め
ま
ぐ
る
し
い

農
政
の
見
直
し
が
迫
ら
れ
て
い
る
中
、

特
に
コ
メ
の
今
後
の
国
の
指
針
と
、
具

体
的
な
道
筋
に
は
程
遠
い
も
の
が
あ
り

ま
す
。
一
昨
年
の
冷
害
の
平
成
コ
メ
騒

動
を
繰
り
返
さ
ぬ
よ
う
奮
起
し
た
農
民

の
努
力
が
、
い
か
に
大
き
か
っ
た
か
を

国
政
の
場
で
知
っ
て
ほ
し
い
も
の
で
あ

り
ま
す
。
と
に
も
か
く
に
も
、
今
年
も

昨
年
を
上
回
る
コ
メ
の
大
豊
作
を
心
か

ら
念
願
し
て
止
み
ま
せ
ん
。

　
そ
し
て
今
年
は
、
当
市
の
市
議
会
議

員
の
改
選
の
年
で
あ
り
、
有
権
者
の
皆

さ
ん
方
の
清
潔
に
し
て
公
明
な
審
判
を

仰
ぐ
大
切
な
年
で
も
あ
り
ま
す
。

　
本
年
も
市
民
の
皆
さ
ん
と
共
に
、
市

と
議
会
が
一
体
と
な
り
、
賑
わ
う
街
も

さ
さ
や
く
自
然
も
、
市
民
の
皆
さ
ん
方

も
、
お
互
い
に
心
豊
か
で
活
力
に
満
ち

た
「
個
性
あ
る
白
石
の
ま
ち
づ
く
り
」

の
実
現
に
向
け
て
、
市
議
会
一
丸
と
な

っ
て
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
の
で
、

本
年
も
よ
り
一
層
の
ご
指
導
、
ご
支
援

を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
を
申
し
上
げ
、

新
年
の
ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。
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●　市内の観光案内はおまかせ
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白石城がオープンしますと大勢の観光客が訪れま

す。その観光ガイド役を市民の皆さんにも担ってい

ただこうと、「ボランティア観光ガイド」の養成講習

会が行われており、講義や観光スポット見学などで

ガイドのノウハウを習得しています。4月から9月

までの前期に16人が修了され、後期に30人が勉強中

です⊂

このほか、タクシーの運転手、旅館従業員、バス

ガイドの方を対象に講習会も行っており、延べ170

人が受講しています。
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1禦晃ii闇、璽．翼騨饗

伝統こけし「弥治郎」の発祥地に4月25日、弥治

郎こけし村がオープンしました。こけしの形をイメ

ージした展示館では、東北の伝統こけし、木地玩具

の展示や、絵付け体験コーナーもあります。屋外で

は若手工人が製作実演をしてくれるこけし工房やイ

ベント広場があり、ご家族連れでも楽しめる憩いの

場で、鎌先温泉の活性化はもとより南蔵王の観光拠

点の一翼を担っています。

一⑩

●

⑥
P　長寿の里・しろいし健在

白石市が長寿の里として各ジャーナリズムに報道

されました。現在、東北最高齢者をはじめ100歳以

上が4人いらっしゃいます。また、99歳の白寿を迎

え、100歳まであと一歩の長寿者が6人控えており、

長寿の里・しろいしは健在です。

子ども、孫、曾孫たちに囲まれて暮らしているこ

とが長寿の秘訣かもしれませんね。

橘
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一⑦

．　総合福祉センターの
●　　　　　墓本設計を発注
　　平成ll年度を目標にし、保健・医療・福祉が三位

　一体となってサービスするための目標を定めた「白

　石市高齢者保健福祉計画」を3月に策定しました。

　　この計画の中核をなす情報センターを核とする総

　合福祉センターの基本設計を発注し、平成7年度に

　実施設計、8～9年度で建設する予定です。
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　　　　　　　　　　，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　3　　　　　・　　　　　　　　　　　　　　　　　　一－『　　1　　　1　一略　　　　　　　　　　P　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　1一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　曹　　　　　「

　　　　・

福祉の里イメージ図

スパッシュランドしろいしに研修棟が完成一入場者30万人達成一

p
旨
凄

　　　　　　　　　電

頁、岬臼、鋼

　6月9日、スパッシュランドしろいしに宿泊施設

をもつ研修棟がオープンしました。和室、洋室合わ

せて16室があり、全館利用でき低料金とあって、水

泳の強化合宿や団体客、家族連れまで幅広く利用さ

れています。

　また、7月30日には平成4年5月開業以来の入場

者が30万人に達し、記念のセレモニーが行われまし

た。内容充実のスパッシュランドで、今年1年の健

康づくりをしてみませんか，

一③

●
●

新幹線駅周辺の都市づくり

　　　文化と環境への挑戦

1』輝籔－詣、醗醸繍蕪

捨謹躍騨’噸興
市民の皆さんから切望されていた体育館と文化ホ

ールが、メッセ（商業見本市）機能を持った施設と

して新幹線駅周辺に建設されます。それと並行して

谷津川と斎川の合流点から江坪橋までをふるさとの

川モデル事業として環境整備し、水害のない快適な

空間づくりを行っています。更にはしらさぎ橋や計

画中の白石駅東口駅前広場によン）、文化と環境を配

慮した新しい都市づくりに挑戦しています。

④
●
』

　
『

㊥
・
●

　第1回みやぎの地方5都市

サミットを碧水園で開催

　7月15日、仙台一極集中を是正し、地方都市を活

性化しようと仙台都市圏以外の白石、角田、気仙沼、

石巻、古川の各市長が一堂に会し、第1回みやぎの

地方5都市サミットが碧水園で開催されました。

特別ゲストに浅野宮城県知事も参加され、「地方

都市と文化」をテrマに熱心な討論が行われました。

⑤
●
●
　国際交流元年一ハーストビル市
　　　　　　　　　と姉妹都市調印一
10月23日の市，制施行40周年記念式典において、オ

ーストラリアのハーストビル市と姉妹都市盟約調印

を行い、本格的に交流を進めることになりました。

　また8月には白石市国際交流協会（麻生直哉会

長・会員337人）も設立され、市民レベルでの交流

の核として期待されます。

畷自柿蹴行轟臨嚇『
　　　　　h　　　⑥　　　鉦
　　　　　　　　　　　　　　　藤
　　ゴ

〆副審
　Q
・》グ

1、

　
r

，
ヶ

Q
二

α・∂◎

，

疹’

〃
ρ

賑

白石市制施行40周年を迎える

んあ

魯蝉　函

一
ノ ・

、

齪，

義　・’．磯｝．
　　　　　　　　　　　　　｝　　　　　　　　オ
　10月23日、市制施行40周年記念式典を挙行し、海

老名市、ハーストビル市との姉妹都市盟約調印や記

念植樹をおこないました。また、地域社会で黙々と

善行を重ねている8個人、3団体の皆さんを特別表

彰しました。さらに今回、姉妹都市となった2市と

登別市、札幌市白石区に「嫁入りこけし」を贈呈し、

嫁ぎ先から住民票を発行してもらい、末永く可愛が

っていただくことになセ）ました。併せて記念イベン

トとして相馬野馬追いパレード、神旗争奪戦や太鼓

共演を開催し、40周年を祝いました。

②
●

　
一
　
．

　　白石城天守閣（三階櫓）

　　　　　　120年ぶりに甦る
平成4年に着工以来、

天守閣部分が完成し、そ

の雄姿を我々の前に表し攣募翼累獣拶

諾講羅㌣謹鰹編爽

よつo　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　また、規模は高知城天守閣とほぼ同じで、木造の
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昭和7年4月24日　白石生まれ
昭和30年　東北大学工学部電気工学科

　　　　　卒業後、東北電力㈱入社

昭和56年　原子力立地部長。

　　　　　常務取締役、取締役副社長

　　　　　を経て

平成5年6月より現職

東北電力株式会社取締役社長
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新技術開発

合理主義の

活
気
が
欲
し
い

白
石
の
商
店
街

市
長
…
ご
く
気
楽
に
仙
台
の
ほ
う
か
ら

眺
め
た
白
石
の
印
象
と
い
う
の
は
ど
う

で
し
ょ
う
か
。

八
島
…
一
見
す
る
と
あ
ま
り
変
わ
ら
な

い
感
じ
が
し
ま
す
ね
。
我
々
の
育
っ
た

時
代
の
面
影
が
ま
だ
ま
だ
残
っ
て
い
る

と
い
う
の
も
懐
か
し
い
の
で
す
が
、
い

い
所
は
残
し
て
、
駅
前
を
中
心
と
す
る

所
は
も
う
少
し
活
気
が
欲
し
い
で
す
ね
。

市
長
…
実
際
そ
う
で
す
ね
。
た
と
え
ば

お
城
を
中
心
に
し
て
武
家
屋
敷
周
辺
を

含
め
た
ゾ
ー
ン
は
、
昔
の
面
影
を
そ
の

ま
ま
残
し
て
い
き
た
い
。
し
か
し
そ
れ

だ
け
じ
ゃ
だ
め
で
、
例
え
ば
イ
ン
タ
ー

周
辺
と
い
う
の
は
工
業
の
集
積
が
必
要

だ
ろ
う
と
い
う
こ
と
で
、
企
業
誘
致
を

進
め
て
き
ま
し
た
。
今
一
番
困
っ
て
い

る
の
は
商
業
な
ん
で
す
。

八
島
…
そ
う
い
う
意
味
で
は
、
仙
台
市

は
特
に
そ
う
な
ん
で
す
が
、
起
業
家
が

少
な
い
で
す
ね
。
そ
れ
と
同
時
に
、
何

か
や
ろ
う
と
す
る
と
回
り
で
足
を
引
っ

張
る
。
そ
う
い
う
こ
と
が
、
わ
が
故
郷

も
同
じ
よ
う
な
傾
向
に
あ
る
と
思
い
ま

す
。市

長
…
城
下
町
な
ん
で
ど
う
し
て
も
ね
。

そ
こ
に
い
く
と
大
河
原
は
立
派
で
す
。

菓
匠
三
全
、
ア
イ
リ
ス
オ
ー
ヤ
マ
は
二

つ
と
も
地
元
の
人
で
す
か
ら
。
大
し
た

も
の
で
す
。
白
石
の
場
合
は
残
念
な
が

ら
出
て
こ
な
い
。

う
ー
め
ん
は

　
　
　
　
　
時
代
の
最
先
端

八
島
…
も
う
少
し
他
と
対
抗
で
き
る
も

の
、
た
と
え
ば
関
西
だ
と
小
豆
島
の
素

麺
が
あ
る
で
し
ょ
。
そ
れ
ぞ
れ
の
ブ
ラ

ン
ド
が
あ
る
。
東
北
と
い
う
と
秋
田
の

稲
庭
う
ど
ん
し
か
分
か
ら
な
い
。
白
石

う
ー
め
ん
も
味
で
は
負
け
な
い
の
だ
か

ら
、
も
う
少
し
外
か
ら
見
え
る
よ
う
な

も
の
に
し
て
、
白
石
の
代
名
詞
に
な
っ

て
欲
し
い
と
思
い
ま
す
。

市
長
…
ど
う
し
て
稲
庭
う
ど
ん
が
あ
れ

ほ
ど
有
名
に
な
っ
た
の
か
と
い
う
と
、

有
楽
町
駅
の
近
く
な
ど
都
内
に
何
店
か

の
ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ
が
あ
る
。
あ
れ

が
大
き
い
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
思
い
ま
し

て
、
白
石
の
人
に
や
っ
て
み
な
い
か
と

声
を
掛
け
て
い
る
ん
で
す
よ
。

八
島
…
町
中
だ
け
で
商
売
や
っ
て
い
て

も
だ
め
で
す
。
た
と
え
ば
東
京
の
一
流

の
料
亭
に
使
っ
て
く
れ
と
ど
ん
ど
ん
P

R
す
る
な
ど
し
て
、
売
り
込
ん
で
い
く

べ
き
だ
と
思
い
ま
す
。

市
長
…
今
話
し
か
け
て
い
る
の
は
、
例

え
ば
青
山
周
辺
を
探
す
か
ら
そ
こ
で
や

っ
て
み
ま
せ
ん
か
と
。
東
京
に
今
住
ん

で
い
る
白
石
の
人
達
、
あ
る
い
は
白
石
高

校
出
身
の
人
達
が
来
れ
る
よ
う
な
溜
ま

り
場
に
な
る
の
で
あ
れ
ば
、
家
賃
の
半

分
ぐ
ら
い
は
市
で
補
助
し
た
っ
て
い
い
、

た
だ
し
建
物
そ
の
も
の
の
内
装
と
か
は

組
合
な
り
に
や
っ
て
も
ら
っ
て
、
若
い

　
　
　
　
＼

預ノ

5
メ

藤角

、・儀

．贈矧

磯で

　》」

至
犠
〆
暫

　
　
　
極
、

㌔

一
N

噛

》

人
に
合
う
よ
う
な
味
付
け
を
や
れ
ば
、

結
構
知
名
度
は
高
ま
る
ん
じ
ゃ
な
い
で

す
か
ね
。

八
島
…
結
果
と
し
て
失
敗
す
る
か
も
し

れ
ま
せ
ん
が
、
失
敗
を
恐
れ
ず
チ
ャ
レ

ン
ジ
す
る
こ
と
が
重
要
だ
と
思
う
ん
で

す
。
逆
に
そ
の
よ
う
な
店
が
あ
れ
ば
、

我
々
も
い
ろ
い
ろ
な
と
こ
ろ
で
紹
介
で

き
る
わ
け
で
す
。

市
長
…
こ
う
い
う
も
の
を
宣
伝
す
る
の

に
は
、
白
石
よ
り
は
仙
台
の
ほ
う
が
い

い
し
、
仙
台
よ
り
も
東
京
が
い
い
ん
で

す
．
、

八
島
－
⊥
村
】
品
運
動
な
ど
で
最
近
出

て
き
た
も
の
と
比
べ
ま
す
と
、
白
石
う

ー
め
ん
は
、
あ
れ
だ
け
の
歴
史
的
な
謂

わ
れ
が
あ
り
、
何
百
年
と
い
う
歴
史
を

持
っ
て
い
る
の
で
す
か
ら
、
P
R
で
き

る
要
素
は
い
っ
ぱ
い
あ
る
の
で
す
。

市
長
…
た
と
え
ば
農
産
物
の
場
合
は
、

年
間
1
億
程
度
の
生
産
量
が
あ
れ
ば
］

村
一
品
で
、
1
0
億
も
あ
れ
ば
た
い
し
た

も
ん
だ
と
言
わ
れ
て
い
る
。
と
こ
ろ
が

少
な
く
と
も
現
在
6
0
億
程
度
の
生
産
量

を
持
っ
て
い
る
ん
で
す
か
ら
、
す
で
に

産
業
と
し
て
成
り
立
つ
だ
け
の
基
礎
は

あ
る
ん
で
す
よ
．
、

八
島
…
稲
庭
う
ど
ん
の
場
合
は
、
東
京

に
ス
ポ
ッ
ト
を
持
っ
て
い
る
と
い
う
こ

と
と
、
手
作
り
と
い
う
こ
と
を
一
生
懸

命
P
R
し
た
こ
と
が
大
き
い
ん
で
し
ょ

う
ね
。
今
は
ヘ
ル
シ
ー
フ
ー
ド
の
時
代

で
し
ょ
。
白
石
う
ー
め
ん
は
、
．
あ
る
意

味
で
は
ま
さ
に
時
代
の
最
先
端
で
す
よ
。

V
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新
技
術
開
発
が
日
本
発
展
の
原
動
力

市
長
…
と
こ
ろ
で
話
は
変
わ
り
ま
す
が
、

仙
台
の
よ
う
な
大
き
な
都
市
は
別
と
し

て
、
白
石
の
よ
う
な
人
口
4
～
5
万
位

の
東
北
南
部
の
都
市
と
い
う
の
は
、
ハ

イ
テ
ク
を
中
心
と
し
た
工
業
が
地
域
活

性
化
の
た
め
の
大
き
な
機
関
車
に
な
る

と
い
う
の
が
私
の
持
論
な
ん
で
す
。
と

こ
ろ
が
、
バ
ブ
ル
が
弾
け
た
後
の
円
高

で
非
常
に
力
が
弱
く
な
っ
て
き
た
。
言

っ
て
み
れ
ば
産
業
の
空
洞
化
で
す
。
日

本
は
こ
の
ま
ま
第
三
次
産
業
全
盛
で
い

く
ん
で
し
ょ
う
か

．

八
島
…
日
本
の
場
合
は
半
導
体
を
例
に

と
っ
て
み
れ
ば
、
現
在
の
技
術
水
準
の

も
の
の
生
産
を
続
け
て
い
て
は
駄
目
で
、

常
に
大
容
量
・
大
集
積
化
、
超
高
速
化

駈
黛
．

な
ど
を
目
指
し
た
技
術
開
発
を
し
て
、

新
製
品
を
生
み
出
さ
な
け
れ
ば
商
売
に

な
り
ま
せ
ん
。

　
そ
う
い
う
意
味
で
は
、
基
礎
技
術
、

応
用
技
術
の
両
面
の
技
術
力
を
い
か
に

高
め
て
い
く
か
が
大
切
で
す
。
技
術
は

常
に
他
に
流
れ
る
わ
け
で
、
も
う
一
つ

上
を
や
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
、
日
本
自

体
が
だ
め
に
な
る
で
し
ょ
う
ね
。

　
最
近
の
新
聞
に
の
っ
て
い
ま
し
た
が

造
船
の
受
注
高
は
、
今
や
韓
国
が
世
界

一
だ
そ
う
で
す
。
賃
金
が
安
く
、
あ
る

程
度
の
技
術
が
あ
る
国
は
、
重
厚
長
大

が
向
い
て
い
る
ん
で
し
ょ
う
が
、
日
本

の
よ
う
に
こ
れ
だ
け
賃
金
ベ
ー
ス
が
高

い
国
で
は
不
可
能
で
す
ね
。



市
長
…
ま
っ
た
く
、
日
本
は
と
ん
で
も

な
い
高
給
料
社
会
で
す
ね
。
た
と
え
ば

年
収
－
千
万
と
い
っ
た
ら
、
日
本
な
ん

か
ざ
ら
に
い
ま
す
か
ら
ね
。

八
島
…
会
社
か
ら
見
れ
ば
教
育
費
や
福

利
厚
生
費
を
含
め
る
と
一
人
に
か
か
る

費
用
は
、
そ
の
倍
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
ア
メ
リ
カ
で
生
産
性
を
上
げ
て
る
と

言
っ
て
い
る
で
し
ょ
。
あ
れ
は
簡
単
な

ん
で
す
、
レ
イ
オ
フ
し
て
正
社
員
を
減

ら
し
、
臨
時
的
な
社
員
を
多
く
使
う
。

臨
時
社
員
の
給
料
は
半
分
だ
そ
う
で
す
。

そ
れ
で
は
生
産
性
は
上
が
り
ま
す
よ
。

機
能
重
視
か
合
理
主
義

の
徹
底
か

市
長
…
一
時
、
日
本
車
が
ア
メ
リ
カ
の

自
動
車
産
業
を
痛
め
つ
け
た
の
は
、
か

つ
て
の
太
平
洋
戦
争
の
ゼ
ロ
戦
み
た
い

な
も
ん
だ
と
。
そ
し
て
今
逆
に
安
い
ア

メ
リ
カ
車
が
輸
入
さ
れ
て
日
本
車
が
追

い
ま
く
ら
れ
て
い
る
の
は
、
グ
ラ
マ
ン

だ
と
い
う
論
法
を
唱
え
る
人
が
い
ま
す

が
、
そ
う
じ
ゃ
な
い
ん
で
す
ね
。

八
島
…
そ
れ
も
あ
り
ま
す
が
、
デ
ト
ロ

イ
ト
あ
た
り
の
G
M
の
工
場
で
は
、
日

本
の
よ
う
な
ロ
ボ
ッ
ト
化
を
導
入
し
て
、

贅
肉
を
全
部
切
っ
ち
ゃ
っ
た
。
日
本
車

だ
と
使
い
も
し
な
い
よ
う
な
機
能
が
い

つ
ぱ
い
つ
い
て
い
る
。
あ
れ
を
全
部
オ

プ
シ
ョ
ン
に
し
て
、
合
理
的
に
走
る
だ

け
の
機
能
に
徹
底
し
た
と
い
う
の
が
大

き
い
と
思
い
ま
す
ね
。

市
長
…
ど
う
も
付
加
価
値
を
つ
け
や
す

い
せ
い
か
も
わ
か
り
ま
せ
ん
が
、
余
計

な
も
の
が
多
す
ぎ
ま
す
ね
。
電
話
機
も

い
っ
ぱ
い
機
能
が
あ
る
。
そ
れ
を
使
い

こ
な
す
人
が
何
人
い
る
か
。

八
島
…
家
電
製
品
で
も
同
じ
こ
と
が
言

え
ま
す
。
た
と
え
ば
、
私
の
家
の
温
水

器
だ
っ
て
マ
イ
コ
ン
を
使
っ
て
い
ろ
ん
．

な
こ
と
が
出
来
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま

す
が
、
一
回
も
使
っ
た
こ
と
が
な
い
（
笑

い
）
。

　
贅
肉
を
落
と
し
て
安
く
な
け
れ
ば
駄

目
で
す
ね
。
必
要
な
人
が
オ
プ
シ
ョ
ン

と
し
て
追
加
す
れ
ば
い
い
の
で
す
。

　
私
ど
も
電
力
会
社
と
し
て
は
、
温
水

器
は
深
夜
電
力
を
使
っ
て
も
ら
う
と
い

う
意
味
で
は
、
極
め
て
有
効
な
製
品
な

ん
で
す
。
と
い
い
ま
す
の
は
日
中
の
電

気
を
一
番
使
う
時
期
と
深
夜
と
で
は
電

力
が
半
分
も
違
う
。

　
た
と
え
ば
、
1
0
0
万
キ
ロ
の
発
電

所
が
あ
る
と
し
ま
す
と
、
日
中
は
ー
0

0
万
キ
ロ
目
一
杯
使
え
て
も
、
深
夜
に

は
5
0
万
キ
ロ
し
か
使
え
な
い
と
い
う
こ

と
に
な
り
、
単
純
に
考
え
る
と
一
日
7
5

万
キ
ロ
の
出
力
し
か
出
し
て
い
な
い
。

と
い
う
こ
と
は
7
5
％
し
か
働
い
て
い
な

い
こ
と
に
な
り
ま
す
。
つ
ま
り
深
夜
電

力
を
多
く
使
っ
て
い
た
だ
く
と
、
安
く

供
給
で
き
る
こ
と
に
な
る
ん
で
す
。

　
深
夜
電
力
の
利
用
増
加
の
た
め
に
も
、

メ
ー
カ
ー
さ
ん
に
対
し
て
、
機
能
の
シ

ン
プ
ル
化
を
図
る
な
ど
、
製
品
価
格
を

下
げ
る
努
力
を
お
願
い
し
な
け
れ
ば
と

思
い
ま
す
ね
。

卜
ー
キ
ン
の
移
転
は

仙
台
と
の
機
能
分
担

市
長
…
と
こ
ろ
で
話
が
変
わ
り
ま
す
が
、

東
北
の
基
盤
整
備
は
関
東
地
域
以
南
と

比
べ
て
格
段
の
差
が
あ
る
こ
と
は
間
違

い
な
い
で
す
ね
。

八
島
…
同
感
で
す
。
新
潟
を
含
め
て
の

7
県
内
に
一
部
上
場
の
会
社
が
20
社
し

か
な
い
の
も
、
そ
の
基
盤
整
備
の
脆
弱

さ
が
影
響
し
て
い
る
。
し
か
も
そ
の
大

部
分
は
地
方
銀
行
で
、
生
産
部
門
は
う

ち
と
ト
ー
キ
ン
、
ユ
ア
テ
ッ
ク
な
ど
で

本
当
に
少
な
い
で
す
ね
。

　
今
度
ト
ー
キ
ン
の
主
力
工
場
が
白
石

に
移
る
ん
で
し
ょ
う
。

市
長
…
そ
う
な
ん
で
す
。
現
在
の
と
こ

ろ
、
ど
ん
ど
ん
仙
台
の
従
業
員
を
移
し

て
る
ん
で
、
市
内
の
雇
用
効
果
に
は
直

接
つ
な
が
っ
て
い
な
い
。
し
か
し
あ
る

意
味
で
は
非
常
に
重
要
な
こ
と
な
ん
で

す
。
と
い
う
の
は
、
ト
ー
キ
ン
の
主
力

工
場
が
白
石
に
移
転
す
る
と
い
う
の
は

一
種
の
仙
台
と
の
機
能
分
担
で
す
よ
。

こ
れ
は
仙
台
の
一
極
集
中
の
弊
害
を
排

除
す
る
た
め
の
モ
デ
ル
ケ
ー
ス
と
も
言

え
る
と
思
う
ん
で
す
．
、

八
島
…
そ
う
で
す
ね
。
一
時
的
に
は
仙

台
か
ら
通
勤
す
る
こ
と
に
な
っ
た
と
し

て
も
、
い
ず
れ
は
、
不
便
だ
し
自
然
も

あ
っ
て
こ
っ
ち
が
い
い
と
い
う
人
間
だ

っ
て
必
ず
出
て
く
る
ん
で
す
か
ら
。

市
長
…
た
だ
、
そ
れ
に
は
我
々
の
方
と

し
て
は
住
ん
で
も
ら
え
る
だ
け
の
住
宅

政
策
を
き
ち
っ
と
や
っ
て
お
か
な
き
ゃ

転
熱避

勧
｝二

，
卦
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ヤ

瀞耶
、
多

ソ
蓼

な
ら
な
い
し
、
文
化
機
能
を
充
実
し
な

け
れ
ば
い
け
な
い
。
演
劇
や
音
楽
を
楽

し
む
に
し
て
も
全
部
仙
台
だ
と
い
う
の

で
は
住
む
場
所
と
し
て
魅
力
が
な
い
で

す
か
ら
ね
。

　
昔
の
よ
う
に
企
業
立
地
に
よ
っ
て
人

口
が
増
え
る
と
い
う
傾
向
か
ら
、
こ
れ

か
ら
は
む
し
ろ
都
市
機
能
が
整
備
さ
れ

て
い
た
所
、
な
お
か
つ
環
境
、
自
然
も

あ
る
と
い
う
所
に
人
が
集
ま
る
と
い
う

形
に
な
っ
て
く
る
で
し
ょ
う
。
一
時
的

に
見
な
い
で
長
い
目
で
見
れ
ば
、
こ
れ

は
大
変
な
成
果
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

八
島
…
基
本
的
に
日
本
は
先
端
の
金
属

材
料
と
い
う
も
の
が
な
け
れ
ば
発
展
で

き
な
い
産
業
構
造
に
な
っ
て
い
ま
す
か

ら
、
ト
ー
キ
ン
さ
ん
の
こ
う
し
た
動
向

に
つ
い
て
は
大
切
に
見
守
っ
て
い
き
た

い
で
す
ね
。

〈
卜
ー
キ
ン
工
場
（
新
幹
線
駅
付
近
）

遍
一，藷遇，

情
報
化
に
対
応
し
た

　
　
　
　
　
　
事
業
展
開
を

市
長
…
ま
た
話
が
変
わ
っ
て
恐
縮
で
す

が
、
電
力
は
光
フ
ァ
イ
バ
ー
ケ
ー
ブ
ル

に
つ
い
て
の
姿
勢
が
積
極
的
な
よ
う
で

す
が
。

八
島
…
七
支
店
間
を
結
ぶ
光
ケ
ー
ブ
ル

の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築
は
だ
い
た
い

終
わ
っ
て
お
り
、
今
後
は
営
業
所
単
位

に
延
ば
し
て
い
く
だ
け
で
す
。
こ
れ
を

利
用
し
て
東
北
イ
ン
テ
リ
ジ
ェ
ン
ト
通

信
だ
と
か
ポ
ケ
ベ
ル
、
携
帯
電
話
な
ど

に
使
っ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　
昨
年
事
業
化
に
向
け
て
「
ア
ス
テ
ル

東
北
」
と
い
う
調
査
会
社
を
作
り
ま
し

た
。
こ
れ
は
、
従
来
の
携
帯
電
話
を
安

く
地
域
単
位
に
利
用
す
る
P
H
S
（
パ

ー
ソ
ナ
ル
・
ハ
ン
デ
ィ
ホ
ン
・
シ
ス
テ

ム
）
の
会
社
で
す
。
当
面
都
市
中
心
に

な
り
ま
す
が
、
地
域
問
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
を
構
築
し
て
い
け
ば
、
安
く
広
が
つ

て
い
く
と
思
い
ま
す
。

　
私
ど
も
は
送
電
線
の
鉄
塔
と
か
、
配

電
用
の
電
柱
と
か
、
当
社
の
資
源
を
有

効
に
利
用
で
き
ま
す
の
で
、
東
北
の
高

度
情
報
化
に
は
積
極
的
に
取
り
組
ん
で

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

市
長
…
実
は
情
報
化
で
白
石
で
最
初
に

行
っ
た
の
は
、
グ
リ
ー
ン
ト
ピ
ア
と
い

う
農
業
情
報
シ
ス
テ
ム
の
ニ
ュ
ー
メ
デ

ィ
ア
な
ん
で
す
。
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
は
県

の
農
政
部
が
や
っ
て
く
れ
る
と
い
う
頭

だ
っ
た
の
で
す
が
、
な
か
な
か
で
き
な

い
．
、
、
そ
れ
か
ら
パ
ソ
コ
ン
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
で
す
の
で
、
操
作
が
厄
介
で
農
家
に

は
普
及
し
な
か
っ
た
の
で
す
。

　
そ
れ
で
今
度
は
福
祉
関
係
、
つ
ま
り

在
宅
介
護
の
た
め
の
ニ
ュ
ー
メ
デ
ィ
ア

を
開
発
し
て
い
こ
う
と
思
っ
て
や
っ
て

い
る
ん
で
す
が
、
や
っ
ぱ
り
こ
れ
は
光

フ
ァ
イ
バ
ー
ケ
ー
ブ
ル
が
で
き
る
と
非

常
に
い
い
ん
で
す
ね
。
と
に
か
く
読
む

よ
り
は
、
見
た
り
聞
い
た
り
す
る
方
が

は
る
か
に
便
利
で
す
か
ら
ね
。
出
来
上

が
れ
ば
非
常
に
ユ
ニ
ー
ク
な
も
の
に
な

る
と
思
い
ま
す
。

　
今
度
市
で
作
る
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

の
心
臓
部
は
、
在
宅
介
護
の
た
め
の
情

報
セ
ン
タ
ー
な
ん
だ
よ
と
、
一
生
懸
命

P
R
し
て
い
る
ん
で
す
。

八
島
…
こ
う
し
た
も
の
が
成
功
す
る
か

ど
う
か
の
第
一
の
ポ
イ
ン
ト
は
、
取
扱

い
が
易
し
い
と
い
う
こ
と
で
す
。
近
い

う
ち
に
、
わ
が
社
で
も
私
を
は
じ
め
部

長
ぐ
ら
い
ま
で
に
パ
ソ
コ
ン
を
置
く
こ

と
に
し
て
ま
す
が
、
最
初
か
ら
難
し
い

取
扱
い
を
し
た
ら
拒
否
反
応
を
起
こ
し

ま
す
。
慣
れ
て
か
ら
増
や
す
こ
と
が
ベ

ス
ト
で
し
ょ
う
ね
。

市
長
…
や
っ
ぱ
り
年
取
っ
て
く
る
と
反

応
が
鈍
く
な
っ
て
く
る
ん
で
す
。
ハ
イ

テ
ク
で
あ
れ
ば
あ
る
ほ
ど
、
操
作
を
簡

単
に
と
い
う
こ
と
で
し
ょ
う
ね
。

八
島
…
ア
メ
リ
カ
の
雇
用
条
件
の
中
に
、

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
を
こ
な
せ
る
こ
と
と
い

う
の
が
あ
る
そ
う
で
す
。
そ
れ
を
や
れ

な
か
っ
た
ら
、
採
用
し
な
い
。

市
長
…
な
る
ほ
ど
。

ス
パ
ッ
シ
ュ
ラ
ン
ド
で
行
わ
れ
た

黒
石
市
役
所
と
の
囲
碁
大
会

第

一
辱
　
『
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．
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白
石
と
黒
石
で

　
　
囲
碁
の
交
流
を

八
島
…
と
こ
ろ
で
、
白
石
は
い
ろ
い
ろ

な
町
と
の
交
流
は
や
っ
て
い
る
ん
で
し

ょ
，
う
？
ひ
と
つ
の
ア
イ
デ
ア
な
ん
で
す

が
、
青
森
に
黒
石
市
が
あ
る
で
し
ょ
、

そ
こ
と
囲
碁
の
交
流
を
や
れ
ば
い
い
と

思
っ
て
い
た
ん
で
す
よ
。

市
長
…
実
は
市
役
所
同
士
で
や
っ
て
い

る
ん
で
す
が
、
弱
く
て
駄
目
な
ん
で
す
。

八
島
…
そ
れ
を
市
民
に
ま
で
ひ
ろ
げ
て
、

市
民
レ
ベ
ル
で
交
互
に
や
っ
て
い
く
。

白
石
は
連
続
3
回
負
け
た
と
か
、
そ
う

い
う
こ
と
で
も
い
い
ん
で
、
白
石
と
い

う
活
字
や
映
像
を
流
し
て
も
ら
う
こ
と

が
必
要
じ
ゃ
な
い
か
と
思
い
ま
す
ね
。

市
長
…
ム
ス
　
一
つ
の
ア
イ
デ
ア
を
も
ら
つ

た
の
で
、
こ
れ
は
直
ぐ
に
で
も
で
き
ま

す
。
向
こ
う
の
市
長
と
す
ご
く
仲
が
い

い
し
、
白
石
と
黒
石
と
名
前
が
似
て
い

る
と
い
う
連
帯
感
も
あ
り
ま
す
か
ら
。

実
は
碁
の
サ
ミ
ッ
ト
を
や
り
ま
し
ょ
う

か
ね
と
、
黒
石
の
市
長
と
話
し
た
と
こ

ろ
な
ん
で
す
。
黒
石
と
白
石
、
そ
し
て

黒
石
の
産
地
が
那
智
、
白
石
は
蛤
か
な

ん
か
か
で
作
る
よ
う
で
ど
こ
か
産
地
が

あ
る
。
い
ず
れ
将
来
に
向
け
て
そ
う
だ

と
し
て
も
、
市
役
所
だ
け
で
は
駄
目
で

す
ね
。

八
島
…
そ
れ
だ
け
で
は
ニ
ュ
ー
ス
性
に

乏
し
い
ん
で
す
よ
。
市
民
参
加
の
形
、

例
え
ば
商
工
会
議
所
と
か
観
光
協
会
で

も
い
い
。
そ
し
て
、
両
方
に
温
泉
も
こ

け
し
も
あ
る
と
い
う
よ
う
に
い
ろ
ん
な

意
味
で
共
通
点
が
い
っ
ぱ
い
あ
る
。

市
長
…
電
力
の
社
長
か
ら
言
わ
れ
た
と

い
う
こ
と
で
黒
石
の
市
長
に
連
絡
し
ま

す
か
ら
。
（
笑
い
）

八
島
…
い
つ
で
も
行
っ
て
黒
石
の
市
長

に
表
敬
訪
問
し
て
も
い
い
で
す
か
ら
。

市
長
…
こ
れ
い
い
で
す
ね
。
ど
っ
ち
に

も
電
力
の
営
業
所
が
あ
る
わ
け
だ
か
ら
。

お
も
し
ろ
い
で
す
ね
、
ぜ
ひ
や
り
ま
し

ょ
う
よ
。
今
日
は
長
い
時
間
貴
重
な
ご

意
見
を
い
た
だ
き
本
当
に
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

八
島
…
こ
ち
ら
こ
そ
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

論惣
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おめでとうごごし、ますノ

　平成6年度の秋の叙勲者が発表に

なり、白石市からは、市内大平坂谷

の高橋稔さん（77歳）が勲六等単光

旭日章を受章しました。

　高橋さんは、昭和27年10月に民生

児童委員拝命以来、平成元年に12月

に退任するまで37年の長い間、社会

奉仕の精神をもって日夜献身的に活

動を続けられ、福祉活動の専念され

今回の受章となったものです。

　このほかにも、高橋さんは、保護

司、白石市農業協同組合監事などを

務められました。

　　　今年もまっすぐ飛ペノ

　　　　　　　　　　　　　　　　　といわれのある飛不動尊にちなみ、

　　　　　　　　　　　　　　　　昨年日本初のゴルフ祈願所として売

　1年問無事でプレーできたことを　　出し、お守｝）まで作りました。

感謝し、来年の上達を祈願するとと　　　参加したゴルファーたちは、まっ

もに、使い古したゴルフ用品を供養　　すぐ飛べとばかり熱心に祈りました

するゴルフ上達安全祈願・供養祭が　　　その後ゴルフボールに見立てた玉こ

11月23日、小原の飛不動尊で開かれ　　　んにゃく入りの芋汁に舌鼓を打って

ました。　　　　　　　　　　　　　　　いました。

　火事があったときに飛んで逃げた

ふるごとの昧き届けます

！r
、
’

藪　　　　　ト　　　　　　　　ず　　　’』　P’『・“　　　　　　　　　噸「港■監
　　　　　『　　　　　　　　　　　　　　r

　　　　　　　　F　　　　　　　　　　　』
　白石の名産品である樽柿、ころ柿

凍み豆腐などを、直接お届けする郵

便局のふるさとゆうパックの発送式

が12月10日、宮城県ころ柿出荷協同

組合（自石市大平、保科惣一郎理事

長）で行なわれました。、

　樽柿は昭和60年からふるさとゆう

パックでの発送を始めたそうですが

当初800箱だった発送数も年々増え、

今年は5，000箱が目標だそうです。

　遠くにいるあの人に、あなたもふ

るさとの味、送ってみませんか？

子どもとの時間壼大切に

　　r講一…・｝ろ
　　　　　　　　　　　　・巽11萎罰

　　　　　　　　　　　　鯖 轟ド

　未就学児の子どもをもち、子育て

に悩むの親約50人が参加して11月17

日、巡回相談・子育てセミナーが中

央公民館で開かれました。

　全体講話で仙台白百合短大の松浦

光和助教授は「子どもの欲求をまず

聞いてあげることが大切。しかるの

はその後で、子どもと一緒にいる時

間を多く持ってほしい」と親として

子どもに接する心構えを話しました

　その後の個別相談では心やしつけ

の悩みを熱心に相談していました。

白い息き弾ませ力走

　
　
　
　
の

今
大
技
た
大

　
走
競
し

年で30回を迎えた白石市断郊競

会が11月23日、白石川緑地陸上

場とその周辺コースで行われま

　大会には市内の小、中学生から高

校、一般までの男女332人が参加。

白石第二小6年の巨泉潤君が力強く

選手宣誓をしました。

　競技は14部門で争われ、選手たち

は家族らの声援を受け、白い，自、を弾

ませて力走していました。

　
　
　
　
　
　
　
　
，
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恥
．
轟
石
掲
榔
蟹
γ
一
、
一

拳

講
　
　
　
　
　
　
一

繍
、
響
刈
継
㌔

みなさんからの素敵な

情報を待ってます

交通安全の底辺拡大

－
』
重
『
　　ト　　　　　ロま　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヨ　　　　　　　　　　ど

　12月1日から15日まで、白石市と

白石警察署、交通安全協会などの交

通安全関係諸団体と白石商工会議所

の協力によって、交通安全ローラー

作戦が展開されました。

　これは、白石市内ですでに5件の

死亡事故が発生し、昨年1年間の死

亡者数を3名も上回るという異常な

事態にあることから、市内の事業所

を訪問して交通事故の防止を呼び掛

けたものです。

　年末年始のこの時期、皆さんも安

全運転をお願いします。

長生昔は食生活から

　市内越河の松野清一さんが白寿を

迎えられ12月10日、川井市長が祝い

状と金杯を贈りました。

　清一さんは、現在息子さん夫婦と

お孫さん夫婦、そしてひ孫さん3人

との8人暮し。誕生日が明治、大正

昭和、平成と4時代がそろう大家族
です、、

　「長寿の秘訣は？」との問いに、は

っきりとした口調で「とにかく好き

嫌いなく食べることですよ，」と答

えられていました。

白
石
城
復
元
に
関
連
し
て
「
白
石
城
歴
史
探
訪

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
（
仮
称
）
」
が
併
設
さ
れ
る
。
メ

イ
ン
は
白
石
城
全
体
の
模
型
と
二
百

イ
ン
チ
の
立
体
ハ
イ
ビ
ジ
ョ
ン
（
3

D
）
で
あ
る
。

　
読
売
新
聞
の
名
村
記
者
が
ま
と
め

た
「
白
石
城
物
語
」
を
引
用
し
て
み

よ
・
つ
o

　
『
（
白
石
城
の
範
囲
は
）
東
西
約
八

百
メ
ー
ト
ル
、
南
北
約
五
百
メ
ー
ト

ル
で
あ
る
。
（
中
略
）
佐
竹
藩
二
十

万
石
の
久
保
田
城
が
東
西
約
千
五
十

メ
ー
ト
ル
、
南
北
約
六
百
二
十
メ
ー

ト
ル
、
津
軽
十
万
石
の
弘
前
城
が
東

西
約
六
百
二
十
メ
ー
ト
ル
、
南
北
約

九
百
五
十
メ
ー
ト
ル
で
、
こ
れ
ら
大

藩
の
城
よ
り
一
回
り
小
さ
い
だ
け
で

い
さ
さ
か
も
遜
色
は
な
い
。
初
代
小

士
郎
移
封
当
初
一
万
三
千
石
、
後
に

加
増
さ
れ
て
や
っ
と
一
万
八
千
石
に

ま
り
、
復
元
さ
れ
た
天
守
閣
を
含
む
本
丸
は
白
石

城
の
ご
く
一
部
に
過
ぎ
な
い
。
こ
の
破
格
の
城
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
全
貌
を
市
民
に
知

川井市長の

せせらぎトーク

・白石城復元余話・

過
ぎ
な
い
領
主
の
城
と
し
て
は
、
お
そ
ら
く
全
国

に
類
例
の
な
い
破
格
の
城
、
と
言
え
よ
う
。
』
つ

っ
て
も
ら
う
た
め
、

白
石
城
全
体
の
模

型
を
設
置
し
た
い
。

　
一
方
、
3
D
ハ

イ
ビ
ジ
ョ
ン
の
ソ

フ
ト
と
し
て
「
奥

羽
越
列
藩
同
盟
秘

話
”
賊
に
は
あ
ら

ず
”
」
を
制
作
し
、

シ
ア
タ
ー
で
上
映

す
る
。

　
明
治
維
新
の
際
、

奥
羽
越
三
十
一
藩

は
輪
王
寺
宮
公
現

法
親
王
を
東
武
皇

帝
と
し
、
元
号
を

大
政
と
唱
え
、
薩
、

長
に
対
抗
し
て
東
日
本
独
立
運
動
を
興
し
た
。

そ
の
壮
大
な
志
は
む
な
し
く
、
最
新
鋭
の
武
器
を

持
ち
西
欧
式
の
訓
練
を
積
ん
だ
西
軍
に
、
旧
式
武

器
の
同
盟
軍
は
あ
え
な
く
敗
れ
去
り
、
片
倉
家
の

人
々
は
新
天
地
を
求
め
て
北
海
道
に
渡
る
の
で
あ

る
。

　
九
月
十
三
日
か
ら
二
十
日
ま
で
市
内
各
地
で
ロ

ケ
が
行
わ
れ
、
延
べ
二
百
五
十
人
に
及
ぶ
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
市
民
が
エ
キ
ス
ト
ラ
と
し
て
撮
影
に
参

加
し
た
。
斎
万
の
屋
敷
を
使
っ
た
世
良
修
蔵
暗
殺

の
場
、
白
石
会
盟
に
意
気
揚
が
る
傑
山
寺
境
内
、

そ
し
て
小
関
家
を
舞
台
に
し
た
主
人
公
の
出
陣
シ

ー
ン
。
戦
闘
場
面
は
七
ケ
宿
ダ
ム
上
流
白
石
川
原

で
撮
影
さ
れ
た
。

七
ケ
宿
ダ
ム
上
流
の
ロ
ケ
地
を
訪
れ
た
時
、
テ

一
蓼

ノ
ノ

、

熱
蘂
ヌ

ノ
～
・
，
ざ
　
伽
．

　
　
　
　
　
・
擁
、

！

藷
」

叩舷』沸

酷
．

耀

ン
ト
の
中
で
市
役
所
の
S
君
と
1
君
が
頭
か
ら
毛

布
を
か
ぶ
っ
て
震
え
て
い
る
。
い
ぶ
か
し
ん
で
い

た
ら
、
撮
影
ス
タ
ッ
フ
が
収
録
を
終
え
た
ば
か
り

の
シ
ー
ン
を
見
せ
て
く
れ
た
。

　
薩
長
の
新
鋭
兵
器
の
前
に
次
々
と
同
盟
軍
兵
が

倒
れ
、
二
人
の
侍
の
亡
骸
が
、
霧
が
た
だ
よ
う
川

面
を
流
れ
て
い
く
。
奥
羽
越
列
藩
同
盟
の
終
え
ん

を
象
徴
す
る
よ
う
な
無
念
の
場
で
あ
る
。

　
こ
れ
が
N
G
だ
と
い
う
。
フ
ィ
ル
ム
を
巻
き
戻

し
て
も
ら
い
、
目
を
こ
ら
し
て
み
る
と
ど
う
も
水

が
浅
か
っ
た
ら
し
い
。
体
が
川
底
に
ひ
っ
か
か
つ

て
流
れ
て
い
か
な
い
の
で
、
下
に
な
っ
た
手
で
一

生
懸
命
川
底
を
か
い
て
い
る
。
な
に
せ
ハ
イ
ビ
ジ

ョ
ン
な
の
で
そ
れ
が
ま
と
も
に
映
っ
て
、
ご
ま
か

し
よ
う
が
な
い
。

　
取
り
直
し
の
二
度
目
は
悲
壮
感
た
だ
よ
う
名
場

面
で
は
あ
っ
た
が
、
こ
う
い
う
時
に
は
市
役
所
の

職
員
が
貧
乏
ク
ジ
を
引
か
さ
れ
る
。
気
の
毒
に
、

冷
た
い
川
水
に
ひ
た
っ
て
二
度
も
や
り
直
し
を
命

ぜ
ら
れ
、
縮
み
あ
が
っ
て
い
た
次
第
。

あ
ま
り
近
代
的
で
、
何
か
ら
何
ま
で
明
瞭
に
映

し
て
し
ま
う
機
械
も
考
え
も
の
で
あ
る
．
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勤
労
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年
ホ
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ム
卓
球
サ
ー
ク
ル
⑮

，
な
ぢ
』

　
　
ム
冒
　
　
’

”
〃

ウ　
ゆ

マィリー引5
o

多

明
る
く
、
楽
し
く
、
激
し
い
？

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
千
田
繁
樹

　
も
う
、
み
な
さ
ん
ご
存
じ
か
と
思
い

ま
す
が
、
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
が
四
月

一
日
に
旧
職
業
安
定
所
に
移
転
し
て
、

施
設
も
新
た
に
毎
週
木
曜
日
に
卓
球
を

し
て
い
ま
す
。

　
今
ま
で
の
施
設
と
は
違
っ
て
、
天
井

も
低
く
狭
い
施
設
で
卓
球
台
を
三
台
並

べ
る
の
が
や
っ
と
と
い
う
状
態
で
す
が
、

私
た
ち
が
利
用
す
る
軽
ス
ポ
ー
ツ
室
は
、

ほ
か
の
曜
日
に
ス
ポ
ー
ツ
以
外
の
講
座

が
開
講
さ
れ
て
い
る
た
め
に
な
ん
と
、

「
冷
暖
房
完
備
」
に
な
っ
て
い
る
の
で

す
。
こ
の
場
所
だ
け
で
は
な
く
、
ホ
ー

ム
全
体
が
冷
暖
房
完
備
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
ん
な
恵
ま
れ
た
施
設
は
他
に
な
い
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
私
た
ち
卓
球
サ
ー
ク
ル
は
、
ほ
と
ん

ど
の
人
が
初
心
者
で
、
中
に
は
他
の
講

座
と
掛
け
持
ち
で
活
動
し
て
い
る
方
も

い
ま
す
。
別
に
大
会
に
参
加
す
る
こ
と

が
目
的
で
な
く
、
和
気
あ
い
あ
い
の
も

と
、
「
楽
し
け
れ
ば
」
を
モ
ッ
ト
ー
に

卓
球
を
通
じ
て
楽
し
く
活
動
す
る
こ
と

が
目
的
で
す
。

　
し
か
し
、
毎
年
六
月
に
行
な
わ
れ
る

角
田
市
の
「
エ
ン
ジ
ョ
イ
・
ス
ポ
ー
ツ

．
｝

爵
－

角
田
」
の
大
会
に
は
参
加
し
て
お
り
ま
す
。

　
今
年
で
三
回
目
の
参
加
に
し
て
、
は

じ
め
て
、
男
女
混
合
の
団
対
戦
で
三
位

に
入
賞
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ

れ
が
一
つ
の
自
信
と
な
り
、
来
年
の
大

会
に
向
け
て
一
生
懸
命
が
ん
ば
っ
て
お

り
ま
す
。

　
卓
球
以
外
に
も
ホ
ー
ム
や
利
用
者
会

が
主
催
す
る
行
事
に
積
極
的
に
参
加
し

て
お
り
ま
す
。
今
年
は
「
バ
ス
ツ
ア
ー
」

・
「
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会
」
÷
ホ
ー
ム
祭
」
・

「
忘
年
会
」
な
ど
数
多
く
の
行
事
に
参

加
し
ま
し
た
。

　
こ
ん
な
サ
ー
ク
ル
に
参
加
し
て
み
た

い
方
は
、
毎
週
木
曜
日
夜
七
時
か
ら
ホ

ー
ム
ま
で
一
度
遊
び
に
来
て
み
ま
せ
ん

か
！

イの　　　　＼

イント英会話
入八ノ）評

デ
ポ

ジョン

ワン

惹ヲ

「good」「おいしいですね」・「nice」

　「How　do　you　fin（i　the　food

here？」

「この店の料理はどう？」

rlt’squiteg・・d，isn’tit」

「かなりおいしいですね、）」

「おいしい」と言いたい入がよく問

違えるのは「goodtaste」です，こ

れは、意味は通じますがとても不自

然な表現なので避けたほうがよいで

しょう⊂、

　「おいしい」という言葉を辞書で調　に単数の言葉で言えない場面で・

べると英語の「tasty」や「delicious」　「nice」や「good」を使う場合には決

という訳が出ます。　　　　　　　　まった表現があります。

　ところが、実際に英語系の入たち　　・相手が作った人の場合

の会話では、そのような表現はあま　　　「Ho輝s　the　sushi？」

り使われません。　　　　　　　　　　「この寿司はどうですか」

　不思議なことですが、英語では「お　　　「lt’s　reaIly　nice、」

いしい」ことを表すのに、「nice」・　　　「とてもおいしいですね。」

「good」等を使った間接的な表現　　（オーストラリアではniceの変わ

をすることが多いのです。　　　　　りにbeautifulとも言います）

　しかし、「おいしい」と同じよう　　・店に入った場合

ワ仕事について

　事務を担当しています。電話の応対やお客

様との接し方に気をつけています。

り今夢中になっていること

　週1回の青少年ホームでの卓球をしていま
す。

り夢や目標

　冬にスキーを始め、春にはバスケ、バレー

などのスポーツを始める予定です。

り白石市に望むことや白石の罠いところ

　自然が多くすごしやすい街だと思います。

　他にスポーツが楽しめる施設を多く取り入

れてほしいです。

」
一
輯

▲

株式会社工コー設備工業

相原　育子さん
　　（19歳・田町）

サ理想のタイプ

　ー緒にいて楽しく、頼れる人。

9最後に一言

　会社の発展のために、他の同僚と共に役立

てるように努力したいと思います。

　　　　　／

●●●●●●●●●●●●●●

一畠晶　　　　　　佐藤　良子さん

　　　　　　　　　　（越河）

　毎日を気ぜわしく生きている私ですが、ま

もなく60歳。このへんで生活に潤いとゆとり

をもちたいと考えていたとき、生花教室の

開講を知り、大久保先生のご指導をのもと、

30名程の皆様と一緒に「生花」を始めました。

　花の持つ雰囲気をどのように表現しようかと

緊張したり、稚拙な技術を花に詫びたり、少女

のような気持ちになれる自分が嬉しくてなり

ません。野の花にも目を向け、その愛らしさに

心が和むこの頃の私です。この気持ちを大切

に生け花を学んでいきたいと思っています。
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市
民
文
芸

　
　
　
　
　
　
　
川
股
兵
三
選

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
て
ん
さ
ん

群
が
り
て
櫟
の
一
樹
を
食
ひ
つ
く
す
こ
ろ
の
天
蚕
み

な
透
き
と
ほ
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鈴
木
　
和
江

静
か
な
る
智
恵
子
の
生
家
の
庭
園
に
過
ぎ
し
歳
月
を

思
ひ
去
り
が
た
し
　
　
　
　
　
　
　
太
田
　
敏
子

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
か

西
の
空
夕
焼
し
つ
つ
け
ぶ
る
野
に
大
根
畑
の
さ
緑
明

し
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
野
兼
三

久
々
に
素
手
に
て
玉
葱
植
え
し
夜
は
さ
さ
く
れ
だ
ち

し
指
ほ
て
る
な
り
　
　
　
　
　
　
　
　
川
村
　
静
恵

幼
な
子
を
抱
き
て
バ
ス
を
降
り
て
ゆ
く
フ
イ
リ
ッ
ピ

　
　
せ
な

ン
妻
の
背
淋
し
げ
に
見
ゆ
　
　
　
　
　
山
田
　
　
濱

白
石
城
復
元
成
り
て
雀
え
立
つ
三
階
櫓
は
秋
空
に
映

ゆ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
島
三
郎

登
り
行
く
蔵
王
の
樹
海
紅
葉
し
て
バ
ス
に
友
ら
と
歓

声
を
あ
ぐ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
石
沢
　
敏
子

朝
々
に
眺
む
山
々
紅
葉
し
て
窓
ゆ
ら
し
過
ぐ
風
の
身

に
沁
む
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
佐
藤
　
ひ
で

独
り
居
に
雨
の
ふ
る
日
は
ひ
つ
そ
り
と
歌
集
を
読
み

て
時
を
過
ご
し
ぬ
　
　
　
　
　
　
　
山
崎
　
と
く

心
地
よ
き
晴
天
つ
づ
く
庭
先
に
マ
リ
ー
ゴ
ー
ル
ド
華

や
ぎ
て
咲
く
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
嶋
　
正
子

「
評
」
新
年
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
一
首
目
、

て
ん
さ
ん

天
蚕
は
ヤ
マ
マ
ユ
、
緑
色
を
帯
び
光
沢
の
あ
る
繭
、

観
察
表
現
が
的
確
。
二
首
目
、
二
本
松
の
生
家
を
訪

ね
数
奇
な
運
命
を
た
ど
っ
た
智
恵
子
と
時
の
流
れ
を

思
い
立
ち
去
り
が
た
い
作
者
。
三
首
目
、
静
か
な
夕

焼
を
背
景
に
大
根
畑
の
緑
が
美
く
し
い
充
実
し
た
幸

福
感
の
あ
る
歌
。

囲
一
圏
・
木

べ
ー
ル
脱
ぐ
復
元
の
城
秋
空
に

朝
な
さ
な
落
葉
掃
く
日
と
な
り
に
け
り

貞
　
二
選

高
橋
正
雄

日
下
　
　
文

ま
・
ご
と
の
客
に
呼
ば
れ
し
小
春
か
な

客
ご
と
に
日
に
幾
度
も
柿
を
椀
ぐ

朝
焼
け
の
彩
つ
・
み
来
る
時
雨
雲

深
き
渓
彩
に
遅
速
の
あ
る
紅
葉

浜
菊
の
黒
潮
洗
ふ
断
崖
に

ふ
る
さ
と
の
母
背
を
丸
め
柿
を
む
く

風
立
ち
て
は
じ
け
こ
ぼ
れ
し
畦
の
豆

快
晴
の
紅
葉
に
映
ゆ
る
滝
面
て

「
評
」
一
句
目
、

げ
た
感
激
。

岩
澤
伍
峯

三
浦
愛
嶺

佐
藤
周
子

若
桑
げ
ん
じ

鈴
木
民
子

大
沼
妙
子

川
村
静
恵

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
高
子
た
ち
ば
な

　
　
　
　
　
囲
を
解
か
れ
た
復
元
の
城
を
見
上

　
　
　
二
句
目
、
朝
な
さ
な
と
言
う
表
現
が
新

鮮
で
あ
る
。
三
句
目
、
孫
に
対
す
る
深
い
愛
情
。

落
葉
踏
む
音
に
も
個
性
見
え
隠
れ

似
顔
絵
の
私
が
少
し
不
満
そ
う

腰
痛
の
こ
れ
も
生
き
て
る
証
拠
で
す

充
電
し
よ
う
駅
の
向
う
の
オ
ア
シ
ス
で

使
わ
ず
に
す
ん
で
役
立
つ
消
火
器
具

「
評
」
一
句
目
、

片
岡
鶴
子

草
野
　
　
清

米
沢
礼
子

芝
玄
太
郎

宍
戸
　
　
広

　
　
　
　
　
外
車
を
乗
り
回
す
現
代
っ
子
で
も
、

さ
ん
ざ
ん
噛
っ
た
父
さ
ん
の
ス
ネ
ヘ
孝
行
す
る
と
は
。

二
句
目
、
こ
ん
な
車
間
距
離
を
保
つ
と
、
嫁
姑
の
仲

だ
っ
て
。
三
句
目
、
平
坦
な
道
だ
け
じ
ゃ
な
い
人
生

も
、
色
々
経
験
す
る
と
何
と
か
歩
け
る
も
の
。

　
昭
和
5
3
年
5
月
号
の
広
報
し
ろ
い
し
市
民
文

芸
欄
の
創
設
以
来
、
俳
壇
の
選
者
を
務
め
て
い

た
だ
き
ま
し
た
鈴
木
貞
二
（
本
名
／
鈴
木
準
之

助
）
様
が
、
去
る
12
月
1
0
日
お
亡
く
な
り
に
な

り
ま
し
た
。
こ
こ
に
謹
ん
で
ご
冥
福
を
お
祈
り

申
し
上
げ
ま
す
。

o　　　　　甲職o　　　　顧　　　ヲ騨齢　　　闇　，覇・口

鈴
木
誤
差
選

す
り
減
っ
た
親
の
ス
ネ
乗
せ
子
の
外
車

そ
れ
ぞ
れ
の
家
族
に
も
あ
る
車
間
距
離

七
こ
ろ
び
八
起
き
で
知
っ
た
処
世
術

呼
ば
ず
と
も
す
ぐ
と
ん
で
く
る
貧
乏
神

お
互
い
の
雛
を
笑
っ
て
今
日
暮
れ
る

四
竈
英
夫

佐
藤
武
雄

一
條
芳
子

近
江
孫
太
郎

小
野
嘉
津
子

零n■　甲草』o草り



圃固

2月6日～3月15日

県民税の申告相談
　市民税・県民税の申告相談は、2月6日から3月15日

まで、次の日程で行います。指定の会場で申告してください。

白石市役所　智25－2111
⑱・…問い合わせ先㊥…・内線

等
支
払
者
か
ら
、
給
与
支
払
報
告
書
、

ま
た
は
公
的
年
金
等
支
払
報
告
書
が

白
石
市
に
提
出
さ
れ
て
い
な
い
方

○
所
得
の
な
か
っ
た
方
も
、
申
告
書
の

裏
面
に
、
所
得
の
な
か
っ
た
事
由
を

　
書
い
て
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

○
税
務
署
に
所
得
税
の
確
定
申
告
書
を

　
提
出
さ
れ
る
方
や
給
与
支
払
報
告
書
、

　ま

た
は
公
的
年
金
等
支
払
報
告
書
が

　
白
石
市
に
提
出
さ
れ
て
い
る
方
は
、

　
申
告
の
必
要
が
あ
り
ま
せ
ん
。

申
告
に
必
要
な
も
の

申
告
を
必
要
と
す
る
方

　
今
年
の
一
月
一
日
現
在
、
市
内
に
住

所
を
有
し
て
い
た
方
は
、
原
則
と
し
て

申
告
書
を
提
出
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。〔

該
当
者
〕

o
商
業
・
農
業
・
製
造
業
な
ど
の
事
業

　
を
営
ん
で
い
る
方

○
譲
渡
・
不
動
産
・
配
当
・
利
子
・
雑

　
収
入
な
ど
の
所
得
の
あ
っ
た
方

○
給
与
所
得
ま
た
は
公
的
年
金
等
（
国

　
民
年
金
、
厚
生
年
金
、
農
業
者
年
金
、

　
各
種
共
済
組
合
年
金
な
ど
）
に
よ
る

　
所
得
以
外
の
所
得
の
あ
っ
た
方

○
給
与
ま
た
は
公
的
年
金
等
を
、
二
か

　
所
以
上
の
事
業
所
ま
た
は
公
的
年
金

　
等
支
払
者
か
ら
受
け
て
い
る
方

○
給
与
所
得
者
ま
た
は
公
的
年
金
等
所

　
得
者
で
、
事
業
所
ま
た
は
公
的
年
金

　申

告
に
は
次
の
も
の
が
必
要
で
す
。

○
所
得
の
状
況
が
明
ら
か
な
帳
簿
や
領

　
収
書
、
ま
た
は
こ
れ
ら
が
確
認
で
き

　
る
も
の
（
計
算
資
料
な
ど
）

○
配
偶
者
・
扶
養
親
族
な
ど
の
収
入
額

　がわ

か
る
も
の

o
医
療
費
な
ど
の
受
領
書

○
生
命
保
険
料
・
損
害
保
険
料
な
ど
の

　
支
払
証
明
書
な
ど

○
印
か
ん所

得
税
の
確
定
申
告

　
所
得
税
の
確
定
申
告
は
、
平
成
六
年

中
の
所
得
と
、
そ
れ
に
対
す
る
所
得
税

の
納
め
過
ぎ
や
、
不
足
分
を
精
算
す
る

た
め
の
申
告
で
す
。

　
源
泉
徴
収
票
や
予
定
納
税
で
納
め
過

ぎ
に
な
っ
て
い
る
方
、
給
与
所
得
な
ど

で
雑
損
控
除
や
医
療
費
控
除
を
受
け
ら

れ
る
方
、
住
宅
取
得
控
除
を
受
け
ら
れ

る
方
、
年
の
中
途
で
退
職
し
、
そ
の
後

　
平
成
六
年
分
の
所
得
税
に
つ
い
て
、

特
別
減
税
が
実
施
さ
れ
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。

○
特
別
減
税
の
対
象
と
な
る
人

　
平
成
六
年
分
の
所
得
税
の
納
税
者

　
○
特
別
減
税
額

　
平
成
六
年
分
所
得
税
額
の
二
〇
％
相

　
当
額
で
す
。
（
最
高
二
百
万
円
）

○
特
別
減
税
の
実
施
方
法

①
給
与
所
得
者

　
原
則
と
し
て
給
与
の
支
払
者
の
も
と

　
で
年
末
調
整
の
際
に
還
付
（
控
除
）

　
を
受
け
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
　
た
だ
し
、
給
与
等
の
額
が
一
千
五

　
百
万
円
を
超
え
る
方
、
給
与
が
二
か

　
所
以
上
か
ら
支
払
わ
れ
て
い
る
方
等

　
は
、
確
定
申
告
で
還
付
（
控
除
）
を

　
受
け
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

②
事
業
所
得
者
等

　
事
業
所
得
や
不
動
産
所
得
な
ど
の
あ

　
る
方
は
、
確
定
申
告
で
還
付
（
控
除
）

　
を
受
け
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

③
公
的
年
金
等
の
受
給
者

　
最
終
の
支
給
月
に
還
付
（
控
除
）
を

　
受
け
る
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、
最
終

　
的
に
は
確
定
申
告
に
よ
っ
て
精
算
さ

　
れ
ま
す
。

④
退
職
所
得
者

　
源
泉
徴
収
の
段
階
で
は
特
別
減
税
の

　
適
用
が
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
の
た
め
源

　
泉
徴
収
さ
れ
た
所
得
税
額
に
つ
い
て

　
は
、
確
定
申
告
に
よ
り
還
付
（
控
除
）

　
を
受
け
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

※
詳
し
く
は
、
大
河
原
税
務
署
に
お
た

　
ず
ね
く
だ
さ
い
。

ごぞんじですか？

検察審査会

不起訴には

ll人の審査の目

　
交
通
事
故
、
詐
欺
、
お
ど
し
な
ど
の

犯
罪
の
被
害
に
あ
い
、
警
察
や
検
察
庁

に
訴
え
た
が
、
検
察
官
が
そ
の
事
件
を

起
訴
し
て
く
れ
な
い
。

　
こ
の
よ
う
な
不
満
を
お
持
ち
の
方
の

た
め
に
検
察
審
査
会
が
あ
り
ま
す
。

　
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
費
用

は
無
料
で
、
秘
密
は
固
く
守
ら
れ
ま
す
。

　
お
問
い
合
わ
せ
は
、
仙
台
市
青
葉
区

片
平
］
丁
目
六
番
】
号
　
仙
台
地
方
裁

判
所
内
　
仙
台
検
察
審
査
会
事
務
局

a
O
二
二
　
　
一
二
二
二
ー
山
ハ
一
　
一
　
一

　　市民税・

就
職
し
な
い
た
め
年
末
調
整
を
受
け
な

か
っ
た
方
等
は
、
確
定
申
告
を
し
な
け

れ
ば
、
納
め
過
ぎ
に
な
っ
て
い
る
税
金

は
還
付
さ
れ
ま
せ
ん
。

　
税
金
の
還
付
を
受
け
ら
れ
る
方
は
、

二
月
十
五
日
以
前
で
も
、
税
務
署
で
申

告
書
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
か
ら
、
早

め
に
申
告
を
し
て
還
付
を
受
け
て
く
だ

さ
い
。

　
確
定
申
告
が
必
要
と
認
め
ら
れ
る
方

は
、
税
務
署
か
ら
用
紙
が
送
付
さ
れ
ま

す
が
、
今
年
は
じ
め
て
の
方
等
は
、
税

務
署
ま
た
は
市
役
所
税
務
課
の
窓
口
か
ら

用
紙
の
交
付
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

　
⑮
市
税
務
課
市
民
税
係

　
　
　
　
㊥
一
四
二
～
【
四
三
へ
。

　★市・県民税申告相談日程表
2月6日～3月15日・午前9：00～11：00午後1＝00～4：00

会治

後午

自

午前
会
場

日／
禮

月会

北区・三住西区下・東区

深
谷
公
民
館

　旭
金

2

赤井畑・大熊・

塩倉

猿鼻・赤坂・湯元

・明戸・小久保平

上戸沢・下戸沢
・冷清水

東・中北・新町

小
原
公
民
館

27

月

28

火

尾箆・本町滝下

南町
滝上・中町・長

町・亘理町

田田丁

西益岡・清水ノ」

路・寿町

短ケ町・中益岡
・新町・東益岡

柳町本郷第　・旭町

本郷第三・たばこ耕作者（全地区）

君匡山
本郷第二・本郷
第四

鷹巣・小下倉上郡山

寿山緑が丘

上記の日程で申告できなかった方

市
　
　
役

所
　
　
大
　
　
会
　
　
議
　
　
室

－
く
／
オ

3

　午　後

4－1区・4－
2区

7－1区・7－
2区・8区

1区・8区・9
区

4区・5区・6
区

　　自　　治会
場

斎川5区・6区

斎
川
公
民
館

月／日

曜

2／6

　月

7
火

大平2区・3
1区

大平3－2区
7区

大
平
公
民
館

8
水

9
木

2
木

2区・6区白川1区

3
金

4区・7区白川3区・5区

白
川
公
民
館

10

金

13

月

6
月

7
火

3区・4区・6
区

9区・10区・1：

区・12区

8
水

6区・7区

9
木

9区・！0区

10

金

鎌先・弥治郎
大網

大鷹沢1区・2
区・田中

大鷹沢5区・7
区・8区

越河1区・2区
　3区

越河4区・5区
　8区
上原・下原・山
ノ下

大
鷹
沢
公
民
館

14

火

15

水

越
河
公
民
館

16

木

17

金

13

月
山根1中

14

火

15

水

蔵王・不忘・1
原子

酪農事業者
（福岡全地区）

八宮・芹沢

福
岡
公
民
館

20

月

21

火

22

水

西区上・南区
23

木

副wフ詳／・勲毅掩い艇

O今後、地方税が改正されることもありますのでご注意ください。

○申告期限が近くなる程に待ち時間が長くなります。日程表による指定日に都合の悪い方はできる

　だけ当該地区会場で、早めに申告してください。

○各地区公民館の申告相談日は、担当職員が全員公民館に移動しますので、市役所では申告できま

　せん。

○この申告は、市民税・県民税が算定されるばかりでなく、国民健康保険税の算定・児童手当・重

　度心身障害者医療費等の支給基礎算定のぽか、収入・所得など各種証明の資料となります。忘れ

　ないで申告してください。

○市税の納付は口座振替で。ご希望の方は申告会場に「預金通帳・印鑑・納税通知書」をご持参く

　ださい。

○たばこ耕作者（全地区）の申告相談は、3月8日午後1時～4時市役所大会議室です。

　
市
制
施
行
四
十
周
年
記
念
と
し
て
、

N
H
K
第
一
放
送
の
ラ
ジ
オ
公
開
番
組

「
真
打
ち
競
演
」
の
公
開
録
音
が
あ
り

ま
す
。
皆
様
お
誘
い
合
わ
せ
の
上
ご
来

場
く
だ
さ
い
。
な
お
、
入
場
整
理
券
に

は
限
り
が
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
お
早
め

に
お
求
め
く
だ
さ
い
。

○
日
　
時
　
平
成
七
年
一
月
二
十
七
日

　
午
後
五
時
開
場
　
午
後
六
時
開
演

　
午
後
七
時
三
十
分
終
演
予
定

○
場
所
白
石
市
中
央
公
民
館

O
ゲ
ス
ト
　
ケ
ー
シ
ー
高
峰
（
漫
談
）
、

　
W
け
ん
じ
（
漫
才
）
、
北
口
幹
二
彦
（
声

　
帯
模
写
）
、
三
笑
亭
夢
楽
（
落
語
）
、

　
び
い
ど
う
し
（
漫
才
）
、
柳
家
〆
治
（
落

　
語
）
計
6
組

○
放
　
送
　
平
成
七
年
二
月
二
六
日

　
　
　
　
　
　
　
　
三
月
　
五
日

　
午
後
十
時
十
五
分
～
午
後
十
一
時

　
N
H
K
ラ
ジ
オ
第
一
放
送

O
入
　
場
　
無
料
で
す
が
、
入
場
整
理

　
券
が
必
要
で
す
。

O
整
理
券

　
十
二
月
二
十
日
（
火
）
よ
り
市
役
所
、

　
各
公
民
館
で
配
布
し
て
お
り
ま
す
。

O
問
い
合
わ
せ
先

・
市
秘
書
広
報
課
　
㊦
一
三
二

・
N
H
K
仙
台
放
送
局
「
真
打
ち
競
演

　
係
」

　
盈
〇
二
二
－
二
一
一
ー
一
〇
一
六



　
農
業
委
員
会
選
挙
人
名
簿
は
、
平
成
七
年
一
月
一
日
現
在

の
状
況
を
一
月
十
日
ま
で
に
提
出
さ
れ
る
農
業
委
員
会
委

員
選
挙
人
名
簿
登
載
申
請
書
に
基
づ
い
て
作
成
さ
れ
ま
す
。

　
選
挙
権
を
有
す
る
者

一
、
市
内
に
住
所
を
有
し
、
年
齢
満
二

　
十
年
（
昭
和
五
十
年
四
月
一
日
ま
で

　
に
生
ま
れ
た
者
）
以
上
の
者
で
次
の

　
要
件
を
備
え
る
者

①
十
ア
ー
ル
以
上
の
農
地
に
つ
き
耕
作

　
の
業
務
を
営
む
者

②
そ
の
者
の
同
居
の
親
族
（
六
親
等
内

　
の
血
族
又
は
三
親
等
以
内
の
姻
族
）

　
ま
た
は
配
偶
者
で
あ
っ
て
年
問
に
六

　
十
日
以
上
耕
作
に
従
事
す
る
者

③
十
ア
ー
ル
以
上
の
農
地
に
つ
き
耕
作

　
の
業
務
を
営
む
農
業
生
産
法
人
の
組

　
合
員
又
は
社
員
で
年
間
に
六
十
日
以

　
上
耕
作
に
従
事
す
る
者
。

二
、
他
の
市
町
村
に
転
出
し
た
者
で

　
あ
っ
て
も
次
の
場
合
は
有
資
格
者
と

　
な
り
ま
す
。

①
農
閑
期
等
の
た
め
の
｝
時
的
出
稼
ぎ

　
と
認
め
ら
れ
る
者
。

②
特
別
の
事
情
に
よ
り
臨
時
手
伝
い
等

　
の
た
め
、
一
時
不
在
と
な
っ
た
者
。

③
疾
病
、
負
傷
等
に
よ
り
入
院
加
療
中

　
の
営
業
主
（
同
居
の
親
族
又
は
配
偶

　
者
の
場
合
は
、
平
成
六
年
一
月
一
日

　
か
ら
同
年
十
二
月
三
十
一
日
ま
で
の

　
間
に
六
十
日
以
上
耕
作
に
従
事
し
た

　
と
認
め
ら
れ
る
者
）

　
登
載
申
請
書
の
提
出
の
な
い
場
合
は
、

農
業
委
員
会
委
員
選
挙
人
名
簿
に
登
載

さ
れ
ま
せ
ん
の
で
、
投
票
や
リ
コ
ー
ル

請
求
が
で
き
な
く
な
り
ま
す
。

　
登
載
申
請
書
は
、
農
業
委
員
会
協
力

員
（
自
治
会
長
）
が
十
二
月
下
旬
に
配

布
し
一
月
上
旬
に
回
収
さ
れ
ま
す
。

　
一
月
上
旬
ま
で
に
申
請
書
が
届
か
な

か
っ
た
り
、
不
明
の
点
は
農
業
委
員
会

事
務
局
㊦
≡
二
一
へ
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

★
選
挙
人
名
簿
の
縦
覧
に
つ
い
て

○
縦
覧
期
間

　
平
成
七
年
二
月
二
±
一
百
～

　
　
　
　
　
三
月
九
日
（
十
五
日
問
）

O
縦
覧
場
所

　
白
石
市
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

■

…
…
蘭

■

顔

夢
一
一

＝＝
　
▼

y
一
一

■”

喫

○
だ
れ
で
も
歳
を
と
り
ま
す

　
農
業
者
年
金
は
、
「
農
民
に
も
サ
ラ

リ
ー
マ
ン
並
み
の
年
金
を
」
と
い
う
農

業
者
の
方
々
の
強
い
要
望
を
受
け
て
、

農
業
者
の
老
後
の
安
定
と
、
農
業
経
営

の
若
返
り
や
規
模
拡
大
を
図
る
た
め
に

作
ら
れ
た
年
金
で
す
。

　
若
い
人
た
ち
も
、
み
ん
な
い
ず
れ
は

老
後
を
迎
え
ま
す
。
年
金
は
そ
の
準
備

を
若
い
う
ち
か
ら
し
て
お
く
制
度
で
す
。

　
気
が
つ
い
た
と
き
に
は
も
う
間
に
合

わ
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
の
な
い
よ
う

に
、
早
期
に
加
入
し
ま
し
ょ
う
。

O
喜
ば
れ
て
い
ま
す
。

　
現
在
、
農
業
者
年
金
に
加
入
し
て
お

ら
れ
る
方
は
約
四
十
四
万
人
、
経
営
移

譲
年
金
や
農
業
者
老
齢
年
金
を
受
け
て

お
ら
れ
る
方
々
は
、
約
七
十
三
万
人
を

超
え
て
い
ま
す
。
一
年
間
に
支
払
わ
れ

る
年
金
総
額
は
二
千
百
億
円
に
も
達
し
、

農
家
の
暮
ら
し
に
欠
か
せ
な
い
も
の
と

し
て
多
く
の
方
々
に
喜
ば
れ
、
農
村
地

域
の
経
済
を
も
う
る
お
し
て
お
り
ま
す
。

O
有
利
で
す

　
農
業
者
年
金
は
、
国
の
法
律
に
基
づ

き
、
将
来
の
年
金
支
給
が
保
証
さ
れ
て

お
り
ま
す
。
し
か
も
他
の
年
金
に
は
例

の
な
い
高
率
の
国
庫
補
助
が
あ
り
ま
す
。

　
農
業
者
年
金
の
年
金
額
は
、
物
価
の

変
動
に
よ
っ
て
、
年
金
額
が
自
動
的
に

引
き
上
げ
ら
れ
ま
す
。

　
他
方
、
民
間
の
個
人
年
金
な
ど
は
、

こ
う
し
た
措
置
が
と
ら
れ
て
い
ま
せ
ん

の
で
、
物
価
が
上
昇
す
れ
ば
そ
の
分
年

金
額
は
目
減
り
し
ま
す
。
こ
こ
が
民
間

の
個
人
年
金
な
ど
と
違
っ
て
農
業
者
年

金
が
有
利
な
点
で
す
。

○
加
入
資
格

　
自
分
名
義
の
農
地
が
五
十
ア
ー
ル
以

上
の
農
業
経
営
主
や
、
そ
の
後
継
者
で

国
民
年
金
二
号
被
保
険
者
（
会
社
等
に

勤
め
て
い
る
方
）
以
外
の
方
の
う
ち
、

原
則
と
し
て
六
十
歳
ま
で
に
二
十
年
の

加
入
期
間
を
満
た
せ
る
方
な
ど
は
加
入

資
格
が
あ
り
ま
す
。

O
加
入
の
お
す
す
め

　
加
入
期
間
は
長
け
れ
ば
長
い
ほ
ど
受

け
取
る
額
も
多
く
な
り
ま
す
の
で
、
加

入
資
格
の
あ
る
方
は
で
き
る
だ
け
早
く

加
入
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

O
加
入
の
手
続

　
農
業
者
年
金
の
加
入
手
続
き
、
制
度

の
内
容
等
に
つ
い
て
ご
不
明
な
点
が
あ

り
ま
し
た
ら
、
白
石
市
農
業
委
員
会
事

務
局
ま
た
は
白
石
市
農
業
協
同
組
合
各

支
所
へ
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
白
石
市
農
業
委
員
会
　
㊥
≡
一
＝

　
自
動
車
事
故
対
策
セ
ン
タ
ー
は
自
動

車
事
故
の
発
生
の
防
止
と
、
被
害
者
の

保
護
を
目
的
に
設
立
さ
れ
た
政
府
出
資

法
人
で
す
。
交
通
事
故
で
重
度
後
遺
症

が
残
っ
た
方
や
、
亡
く
な
ら
れ
た
方
の

ご
家
族
を
救
援
す
る
た
め
、
各
種
制
度

が
あ
り
ま
す
。

　
交
通
遺
児
等
育
成
資
金
の
貸
付

O
対
象
者
　
自
動
車
事
故
に
よ
り
保
護

者
が
死
亡
ま
た
は
重
度
の
後
遺
障
害

（
自
賠
法
一
～
三
級
）
が
残
っ
た
方
の

O
歳
か
ら
中
学
三
年
生
ま
で
の
児
童

○
貸
付
金
額

　
一
時
金
　
　
一
四
九
，
O
O
O
円

　
毎
月
　

一
九
，
○
○
○
円

　
入
学
支
度
金
　
四
二
，
○
O
O
円

O
利
　
子
　
無
利
子

O
返
　
還
　
子
供
さ
ん
が
実
社
会
に
出

て
か
ら
二
十
年
以
内

O
保
証
人
　
現
在
子
供
さ
ん
を
扶
養
し

て
い
る
保
護
者

　
重
度
後
遺
障
害
者
介
護
料
の
支
給

　
自
動
車
事
故
に
よ
り
頭
部
ま
た
は
脊

髄
に
損
傷
を
受
け
、
常
時
介
護
を
必
要

と
す
る
重
度
の
後
遺
障
害
が
残
っ
た
方

へ
介
護
料
を
支
給
し
て
お
り
ま
す
。

O
支
給
金
額
　
入
院
　
一
日
　
四
千
円

　
　
　
　
　
　
自
宅
　
一
日
　
二
千
円

○
問
い
合
わ
せ
先

　
自
動
車
事
故
対
策
セ
ン
タ
ー

　
仙
台
主
管
支
所

　
盈
〇
二
二
－
二
六
二
ー
六
七
九
〇

圃二
十
歳
か
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
国
民
年
金

　
今
年
二
十
歳
に
な
る
皆
さ
ん
、
ご
成

人
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
成
人
に
な
り
ま
す
と
、
い
ろ
い
ろ
な

権
利
と
義
務
が
発
生
し
ま
す
が
、
国
民

年
金
に
加
入
す
る
こ
と
も
大
切
な
義
務

の
一
つ
で
す
。

　
国
内
に
居
住
し
て
い
る
二
十
歳
以
上

六
十
歳
未
満
の
人
で
、
厚
生
年
金
保
険
、

共
済
組
合
に
加
入
し
て
い
な
け
れ
ば
、

国
民
年
金
に
必
ず
加
入
し
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。

　
二
十
歳
は
国
民
年
金
の
出
発
点
で
す
．
．

ま
だ
加
入
手
続
の
済
ん
で
い
な
い
方
は

市
役
所
の
国
民
年
金
係
で
手
続
を
し
て

く
だ
さ
い
。

二
つ
以
上
の
年
金
を

　
受
け
ら
れ
る
よ
う
に

　
　
　
　
　
　
　
　
な
つ
た
ら

　
基
礎
年
金
制
度
は
コ
人
一
年
金
」

が
原
則
で
す
。

　
二
つ
以
上
の
基
礎
年
金
を
受
け
取
る

場
合
は
、
年
金
を
受
け
る
人
の
選
択
に

よ
っ
て
、
ど
ち
ら
か
一
方
の
年
金
を
選

択
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
．

　
例
え
ば
、
障
害
基
礎
年
金
を
受
給
し

て
い
る
人
が
、
六
十
五
歳
に
な
っ
て
老

齢
基
礎
年
金
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
と
き
、
両
方
の
年
金
を
受
け
取
る

こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

　
重
複
し
て
年
金
を
受
け
た
場
合
は
、

片
方
の
年
金
を
返
さ
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。
注
意
し
て
く
だ
さ
い
ー
．

　
詳
し
く
は
、
市
役
所
市
民
課
国
民
年

金
係
㊦
一
三
六
ま
で
。

源
泉
徴
収
票
が

　
　
　
交
付
さ
れ
ま
す
。

　
老
齢
基
礎
年
金
、
老
齢
厚
生
年
金
、

通
算
老
齢
年
金
を
受
け
て
い
る
人
に
は
、

一
月
末
ま
で
に
、
源
泉
徴
収
票
が
社
会

保
険
庁
か
ら
送
ら
れ
て
き
ま
す
。

　
こ
れ
に
は
、
平
成
六
年
中
に
、
あ
な

た
に
支
払
わ
れ
た
年
金
の
総
額
な
ど
が

記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
確
定
申
告
を
す
る
と
き
に
、
税
務
署

へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

繭
n

4
琶

放送大学「宮城地域学習センター」

平成7年度第1学期の学生を

　　　　　　　募集しています

問い合わせ先

　　放送大学「宮城地域学習センター」

　　盈022－224－0651

　　　　　消防出初式のお知らせ

○日時平成7年1月8日（日）　午前9時～12時
○日　程

　〔1）市内パレード　9時
　　　（白中→白石駅前→中町→白一小）

　121式　典（白一小）　9時40分
　131一斉放水（白一小校庭）　ll時
※消防出初式当日午前7時、市内一斉サイレンの吹鳴、並びに打鐘をしま
す，また、午前ll時に一斉放水のため車両のサイレンを吹鳴いたしますの
で、火災等と間違えないようご注意願います，

第
1
7
回
白
石
市
交
通
安
全
市
民
大
会

　
　
　
「
マ
ナ
ー
ア
ッ
プ
み
や
ぎ
運
動
」
展
開
中

　
こ
の
ほ
ど
市
内
老
人
ク
ラ
ブ
、
交
通
安
全
協
会
な
ど
か
ら
多
数
の

方
々
が
参
加
し
て
「
第
1
7
回
交
通
安
全
市
民
大
会
」
が
開
か
れ
ま
し
た
。

大
会
で
は
交
通
安
全
に
功
労
の
あ
っ
た
十
一
名
に
川
井
市
長
か
ら
感
謝

状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
感
謝
状
贈
呈
者

會
　
田

岡大
　
浦

佐
久
間

弘

山佐高武小佐大佐大
　　　　　　　久
谷藤橋田山藤浦間浦

　栄義和転惣秀勘捷
人
（
白
石
支
部
）

久
（
越
河
支
部
）

三
へ
斎
川
支
部
）

治
（
大
平
支
部
）

夫
（
大
鷹
沢
支
部
）

一
（
白
川
支
部
）

司
（
福
岡
東
支
部
）

枝
（
福
岡
西
支
部
）

紀
（
小
原
支
部
〉

子
（
母
の
会
）

清
（
指
導
隊
）

誰
躍

〈作文の部〉

　中学校　警察本部長賞

　白川中学校（2年）

　　　　佐　藤　　　梢さん

〈ポスターの部〉

　中学校　宮城県交通安全協会長賞

　福岡中学校（2年）

　　　　鈴木吉明さん



　　ソ勲一夢，

ロ　　のメニュ　ド

中華風餅の
揚げ煮

雨，ノ

白石市食生活改善推進員

半沢敏子さん
　　（越　河）

［
材
料
6
人
分
］

餅
！2
切
れ
、
鳥
胸
肉
㎜
9
、
に
ん
じ

ん
60
9
、
た
け
の
こ
6
0
9
、
し
い
た

け
6
枚
、
ね
ぎ
1
本
、
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー

㎜
9
、
調
味
料
（
ス
ー
プ
2
カ
ッ
プ
、

砂
糖
小
さ
じ
2
、
塩
小
さ
じ
2
、
し

ょ
う
油
大
さ
じ
ー
、
片
栗
粉
大
さ
じ

ー
）
し
ょ
う
が
汁
、
塩
、
油
、
揚
げ

油
［
作
り
方
］

0
餅
を
拍
子
木
ま
た
は
棒
状
に
切
る
。

②
鳥
肉
を
一
口
大
の
そ
ぎ
切
り
に
し
、

し
ょ
う
が
汁
小
さ
じ
2
、
酒
大
さ
じ

2
、
塩
小
さ
じ
％
で
下
味
を
つ
け
る
。

0
に
ん
じ
ん
、
た
け
の
こ
、
し
い
た

け
を
短
冊
に
切
り
、
ね
ぎ
を
斜
め
切

り
す
る
。
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
は
塩
ゆ
で

す
る
。

④
中
華
鍋
に
油
大
さ
じ
3
を
熱
し
て

鳥
肉
、
に
ん
じ
ん
、
し
い
た
け
、
た

け
の
こ
、
ね
ぎ
の
順
に
加
え
て
妙
め
、

煮
汁
と
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
を
入
れ
て
味

が
な
じ
む
程
度
に
煮
る
。
最
後
に
片

栗
粉
の
水
溶
き
を
入
れ
て
一
煮
た
ち

さ
せ
、
と
ろ
み
を
つ
け
る
。

0
揚
げ
油
を
恥
度
位
に
熱
し
て
餅
を

揚
げ
、
器
に
盛
っ
て
④
の
あ
ん
を
た
っ

ぷ
り
か
け
熱
い
う
ち
に
食
べ
る
。

相性のいい

食べ合わせで

　　栄養効果アップノ

★油はにんじんなどに含まれるカ

ロチンの吸収を促進します。油を

使った料理で効果アップを。

★にんじん、きゅうりにはビタミ

ンC破壊酵素が含まれていますが、

酢を使うと、それがおさえられま

す。だいこんとにんじんの紅白な

ますは、実に理にかなった食べ合

わせです。大豆とコンブの組み合

わせも、お互いの植物性たんぱく

質とミネラルを高めます。

」L

図團囮画
　　　　●

．
、
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‘1）G

悪質商法は、突然
あなたに呼びかける図

商
品
先
物
取
引
商
法

　
勤
め
先
に
電
話
で
、
「
O
O
高
校

O
B
の
□
山
△
夫
で
す
。
先
輩
、
と

て
も
有
利
な
利
殖
の
話
が
あ
り
ま
す
。

お
伺
い
し
た
い
の
で
す
が
」
と
後
日

訪
問
を
し
、
「
先
物
と
は
」
「
絶
対
損

は
さ
せ
ま
せ
ん
。
金
を
や
り
ま
し
ょ

う
。
今
が
チ
ャ
ン
ス
で
す
。
」
と
経

済
用
語
や
専
門
用
語
を
語
り
「
私
に

ま
か
せ
て
く
だ
さ
い
。
」
と
社
へ
電

話
し
、
「
買
い
が
殺
到
し
て
ま
し
た

か
ら
、
え
〃
ま
だ
あ
る
。
よ
か
っ
た
、

二
枚
取
れ
ま
し
た
。
保
証
金
百
万
円

を
す
ぐ
払
っ
て
く
だ
さ
い
。
」
い
か

に
も
も
う
け
た
か
の
よ
う
に
「
ほ
ら
、

も
う
こ
ん
な
に
利
益
が
出
ま
し
た
。

今
が
チ
ャ
ン
ス
。
今
度
は
大
き
く
買

い
増
し
ま
し
ょ
う
。
」
と
保
証
金
を

出
さ
せ
て
、
数
カ
月
後
に
「
相
場
が

急
に
下
が
り
ま
し
た
。
「
追
い
証
」

が
必
要
で
す
。
五
十
万
円
明
日
ま
で

入
れ
て
く
だ
さ
い
。
」
と
次
々
と
追

い
証
を
さ
せ
て
、
「
も
う
や
め
た
い
。
」

と
い
っ
て
も
や
め
る
こ
と
が
で
き
ず
、

つ
い
に
は
サ
ラ
金
か
ら
も
借
り
る
こ

と
に
な
り
、
サ
ラ
金
に
は
と
ど
ま
ら

ず
、
土
地
、
家
を
担
保
に
し
て
お
金

を
借
り
さ
せ
る
と
い
う
商
法
で
す
。

こ
れ
は
単
な
る
手
数
料
稼
ぎ
で
す
。

「
よ
く
わ
か
ら
な
い
が
儲
か
る
な
ら

や
っ
て
み
よ
う
か
。
」
こ
ん
な
態
度

が
最
も
危
険
で
す
。
は
っ
き
り
と
断

り
ま
し
ょ
う
。
商
品
は
、
金
、
銀
、

プ
ラ
チ
ナ
、
ゴ
ム
、
大
豆
、
砂
糖
、

コ
ー
ヒ
ー
等
が
あ
ゆ
ま
す
。

　
　
　
　
　
消
費
生
活
相
談
室

調査月日1平成6年12月1日

対前年同月比高値1安値

α
安　値

　　　68

　　398

1，600

6，000

　　　150

　　　550

　　　720

　　　780

　　　L17

　　　　79

　4．560

　　148

　598
2，IOO

7，000

　　190

　　650

　　816

　　846

　　120

　　　82

5，511

対前年同月比

　　＋　10

　　＋　67

　　　　　0

　　　　　0

　　－　20

o
l
O
1
1
0

十

平均価格

　　　96

　　　541

　1，780

6，420

　　　158

　　　570

　　　771

　　　807

　　　118

　　　　80

　5，036

　規　　　　格

幅25cm、長さ8m
綿化繊用加リン紙箱ノ、
正農竃荊トノlr型1　5kg

小学生調髪

コールドショート

長袖ワイシャッ

外食並1皿
182店頭価額

18を配達料込価額

1ぞ現金

1ぞ現金

10n｛

品　　目
アルミホイル

洗濯用合成洗剤

理　髪　料
パーマネント料

クリーニング

カレーライス

灯　　 油

レギュラーガソリン

軽　　油
プロパンガス

安　値

　　　128

　　　148

　　　58

　　　188

　　　178

　　　248

　　　178

　　　170

　　　298

　　　　60

　　　138

対前年同月比

　　一　　1

　　－　　9

1ヒ高　値

l　　l50

9　　228

2　　　82

5　　245

0　　300

1　　380

1　　200

6　　218

7　　415

2　　148

1　　255

一　　5

＋　30

一　21

＋　1
－　6
＋　7
－　12

　1

平均価格

　　　135

　　　182

　　　68

　　　210

　　　264

　　　298

　　　195

　　　184

　　　344

　　　　84

　　　182

　　　規　　　　格

ン　並食1袋6～8枚切

粉薄力粉lkg

ん　袋入り100g

糖　ヒ白糖1kg
ゆ上級濃口Mポリ容器入り

油　ポリ容器入り700g

ンカルトン入リソフト225g

乳　紙容器入り1、0000c

一　カルトン入り225g

斜　400枚（200組）紙箱入り

プ幅30cm、長さ2Gcm

品　 目

食パ ン

小麦粉
即席中華めん

砂　　糖
しょつゆ
サラダ油
マーガリン

牛　　乳
バ　　ター
テでッシュペーノ斜

ラ　ッ　プ

6－3004

濡￥（、 奮
磯

一新着図書案内（抄）一一
1
・ 三角関係の超・心理　　　　畑田　口男著　　18．蛇頭（スネークヘ・ノn　・中国人密航者を

：讐羅．声紋鑑定の糞簿贅編1漏て妻に従いつ・六＋歳か茎1叢

　　　　　　　　　　　　　　鈴木　松美著　　20．むかい風　　　　　　　　　伊集院　静著
4．パスボートとビサの知識　　春田　哲吉著　　21．独眼竜の涙　　　　　　　　赤木　駿介著
5．脳の老化とア，レッハイマー病　　　　　　　　22，娘から娘へ　　　　　　　　中井　貴恵著

　　　　　　　　　　　　　　水谷　俊雄著　　23．元禄釣り侍　　　　　　　　小田　　淳著
6・古川柳くすり箱　　　　　　鈴木　　担著　　24．やっぱり赤毛のアンが好き

7・ソーラー電気自動車のおはなし　　　　　　　　　　　　　　　　　　　松本　正司ほか著

　　　　、　　　　　　　　　藤中　正治著　　25，蓬莱　　　　　　　　　　　今野　敏著
8，ビタくンA・C・Eメニュー・がん・成入　　26．警視庁物語
　病を防ぐ食事　　　　　　　　村上　祥子著　　　　1長谷川公之映画・シナリオコレクション）

9．「スヌーピー」の手づくりフノケ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　長谷III公之著
　　　あたたかいセークーと小物の贈りもの　　　27．特急白鳥北陸路殺人事件　　　草川　隆著

　　　　　　　　　　　　　日本ウォーグ社　　28．虹の岬　　　　　　　　　　　辻井　喬著
0．小さなハーブ・ガーデン　　　　　　　29，ナイジェル卿の冒険・h・下
　　　　　　　　ジョーシアン・フレナン著　　　　　　　　　　　　　　コナン・ドイル著
　　　　　　　　　　　　　　志門　君子訳　　　　　　　　　　　　　　　　笹野　史隆訳
Lサソカー大好きノ　　　　　泉　優二著　　30，ホテル・パスティス・L・下
2，CD名曲名盤100交響曲　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ピーダー・メイル著

　　ベスト・オフ・クラシソク　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　池　央取訳
　　　　　　　　　　　　　　小石　忠男著
3．誰も知らなかったプロ野球事f牛簿

4，いわさきちひろ画集し、わさき岡冒ひ講　

子どもの本5．日本全ロユニーク美術館　新人物往来社編

1：鰍鰍畿欝渡釜本淳彗3Lうれしいな！おつかいできた喜邸必．肯

★今月の書棚（子ども読書室）

　　　　　　〈全12巻〉ポプラ社

，鑛驚灘劔
　　　　i．転で　　ノ無・

繋濠諭、躍融端i

轟薯鞭．錘麟
●特長

〇一Lゲゲゲの鬼太郎”“カッパの三平”

　などのキャラクターで、著者独特

　の不思議な世界を描く絵話シリー

　ズです。

31．うれしいな！おつかいできたよ

　　　　　　　　　　　　　　　富野　みと文
　　　　　　　　　　　　　　　森田　浩光絵
32．子どものための世界のお話

　　　　　　　　　　　福光えみ子〔ほか〕編
33．大人をぎゃふんと言わせる100のアイテム

　　　　　　　　　　　　　　　稲村　八大作
　　　　　　　　　　　　　　　益田　賢治絵
弓4．　　ノコケ三人組のミステリーツアー

　　　　　　　　　　　　　　那須　正幹　作
　　　　　　　　　　　　　　高橋　信也作画
35．こどもおもしろ学習館　　　主婦と生活社

内案用禾館書図

○開館時閻　火曜日～土曜日　9時～17時　　日曜日　！0時～16時

O休館日　1月1日〔椥～4日（水）、9日1月1、15日（祝、16日（月）、23日（月

　　　　　30日1月）、31日1火1月末整理日

勤労青少年

ホームから

　
　
　
　
教
平

　
　
　
　
　
一

　
　
　
　
キ
時

　
　
　
　
ス
日

　
　
　
　
　
　
O

　スキー教室受講者募集

O日時平成7年1月29日（日）
　　　　8：30～16：00

　　　　　市役所8130出発

O場所　みやぎ蔵王白石スキー場

O講　師　蔵王スキー協会

O受講料　2，000円（リフト、保険代）

○対象30歳くらいまでの、市

内に居住、または勤務している方

20名（初心者および初中級）

○申込方法

　電話及び直接来館のうえ、受講

料と一一緒に申し込みください。受

付時問は、13：00～21：00です。

　詳しくは、勤労青少年ホーム

　白石市字延命時北21－1a25－

3720までお問い合わせください。

＼ヌ織

仙南薬剤師会白石地区

会長上西　安武さん

　
一
日
三
回
毎
食
後

　
コ
日
三
回
毎
食
後
お
飲
み
く
だ
さ

い
」
と
い
う
こ
の
言
葉
は
ど
う
い
う
意

味
で
し
ょ
う
か
。
一
日
に
三
回
、
食
事

の
あ
と
だ
い
た
い
三
十
以
内
に
お
飲
み

く
だ
さ
い
、
と
い
う
こ
と
な
の
で
す
が
、

い
ろ
い
ろ
な
受
け
取
り
方
が
あ
る
よ
う

で
す
。

．
「
三
回
飲
む
」
こ
と
な
の
だ
か
ら
、

食
事
を
せ
ず
に
お
な
か
が
空
っ
ぽ
で
も

一
日
三
回
飲
む
D

．
「
食
後
」
が
大
切
な
の
だ
か
ら
、
食

事
は
二
回
し
か
取
ら
な
い
の
で
二
回
だ

り
し
そ
う
で
す
。

は
、
胃
の
中
に
食
べ
物
が
あ
る
と
胃
腸

障
害
を
お
こ
し
に
く
く
、
一
日
の
起
き

て
い
る
時
間
が
、
あ
る
程
度
等
問
隔
に

分
け
ら
れ
る
こ
と
か
ら
決
め
ら
れ
て
い

ま
す
。
胃
の
中
に
食
べ
物
が
あ
り
、
一

円
三
回
飲
む
こ
と
が
必
要
な
の
で
す
。

　
お
薬
の
こ
と
で
わ
か
ら
な
い
こ
と
が

あ
っ
た
ら
、
ど
う
ぞ
お
気
軽
に
、
ご
近

所
の
薬
局
の
薬
剤
師
に
ご
相
談
く
だ
さ

い
Q

け
飲
む
。

・
「
一
日
の
量
」
が
大
切
な
の

だ
か
ら
、
一
日
分
ま
と
め
て
飲

む
。　

さ
て
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

胃
を
悪
く
し
た
り
、
効
き
め
を

悪
く
し
た
り
、
副
作
用
が
出
た

　
　
　
｝
日
三
回
毎
食
後
と



　　　o
　　　　鯉鼎ドしろ恥し

コ・一6 1
髄罰劃

1旧㈱・25日㈱

♪4
戸
も

お重胸はゆoくり碍o舵り

　　　　　　　　　スパッシュ多ンドで”

、、

●●

1月1日から営業します。

、
（市民会員の方対象です。）

どうぞお気軽に
こ利用ください。

◎初泳ぎ　自動審判計時システム　無料サービス

○日　時　平成7年1月1日～3日

　　　！3：00～16：00
お気軽にこ利用ください。

◎スパッシュランドしろいしレストラン

食事だけの方も大歓迎します。

おいしいう一めん・ラーメン・

セットメニューがあなたたを待って

います。

〈今好評のメニュー＞

特製みそタンメン

※おみやげもいろいろ取り揃えております。どうぞおいでください。

白石駅前始発　　9：3010＝3013：00

白二小前　9：3510：3513：05

市役所前　9：4010：4013：10

ふれあいの館　　9：4510＝4513：15

スパッシュランド着　10：0511：0513：35

・白石行き

スパッシュランド発　　12：40　14：0016100

ふれあいの館　　一　14：2016：20

白石駅前着　13＝0014：2516：25

白二小前　一14：3016：30
市役所前　一14：3516＝35

。スパッシュランド行ぎ

◎各種教室開催中〃

常夏のスパッシュランドで

心身共にリフレッシュタイムを1

　アクアビクス教室、水泳教室、ト

レーニング教室、エアロビクス教室

でおおいに身体を動かしましょう。

お問い合わせは、スパッシュランド

しろいし盈29－2326まで。※ご利用は、

お得な会員制度をどうぞ。

盈26一詑93弥‘台郎翻朔

◆臨時開村日お知らせ

　1月2日（月）9：00～！4：00

　　3日（火）　9：00～15100

　　4日1水）9：00－15：00

◆初売コーナー

　。嫁入りこけしセット記念販売

　白石市の各友好姉妹都市である、

登別市へ「きらら」、札幌白石区へ「み

どり」、ハーストビル市へ「さくら」、

海老名市「みずき」を送った嫁入り

こけしのミニチュア化したものを販

売します。

　・1000円以上お買い上げごとに福

引き（からクジなし）を用意して　◆書初め

います・　　　　　　　　　　　こけし絵つけコーナー
・こけし村ならではの福袋も用意
　　　　　　　　　　　　　・縁起コマをプレゼントします。
しています。

監罐螺戯◆遊々コーナー
　　　　　之　〆　　　　㌦霧　コマ・ケン玉・ヨーヨー・輪投げ
　　　　　　露…鍵勝　等であなたもウデだめし！ワザだめ

署琴1難蔀じストランコーナー

※1月2日の入村料は特別無料です。　山鳥う一めん、山鳥汁、いなかぜ

※なお、1月2日！0：00からは、こんざい、お雑煮等を用意してお待ち

　けし神社で初挽きを行ないます。　しております。

第17回仙南地区
　　自作視聴覚教材コンクール作品募集

○日　時　平成7年1月25日（水）

　　　午前9時～
O会　場　仙南地域広域行政事務組

　　　合総合庁舎　3階研修室

O応募資格
・仙南地域広域地区に居住、または　’

勤務している者。個人・団体の別

　は問わない。

・出品する作品は未発表のものであ

　ること。

・製作販売を業としない者の作品で

　あること。

○発表時間　一作品20分以内とする。

O作品内容
・学校教育、社会教育の教材として

利用できるものであること。

・複数のメディア（O　H　Pとパソコ

　ン等）の複合化したものも可。

。解説（O　H　P・スライド等）は録

音によること。

・パソコン・スライド等必要なもの

　は解説書を添付すること。

※その他詳しくは仙南地域広域行政

事務組合視聴覚教材センター（費

0224－52－3433）までお問い合わせく

ださい。

ブランメル仙台は、みなさま方全

員のチームです。《ブランメル仙台

ファンクラブ》に入会してブランメ

ルをサポートしてください、

○申込先　〒980

仙台市青葉区本町二丁目16－12

㈱東北ハンドレット内

ブランメル仙台

　ファンクラブ事務局

費022－214，一ll11

盈26－2453・24－5377

退職自衛官

仙台無料職業紹介所

　からのお知らせ

企業の発展に
　　　　　退職自衛官を

退職する自衛官を無料で紹介（資

料送付）します。

退職自衛官は

　・団体生活で培われた指導力と協

調性に富んでいます。

　・強い責任感と根性もあります，

　・さらには、体力、気力も身につ

　けております。

　・年齢は任期制隊員が20～25歳

　　　定年退職者が53～54歳

O問い合わせ先
　退職自衛官仙台無料職業紹介所

　仙台市青葉区本町1丁目3－9

　第6広瀬ビル（3F）

　岱022－227－2610

または、

　自衛隊船岡駐屯地援護センター

　費0224－55－2301（内線）342

■

◎・第14回公民館まつり

　　　〈文化講演会〉

O日時　2月10日働

　　　午後7時～8時30分
o会場中央公民館大ホール

o講　師　落語家　三笑亭夢之助

○演題　「笑いと会話の伝達」

公民館まつり

素人力ラオケ大会参加者

募集

昂、

｝・’

U。3

9
か

○日　時　2月12日（日）午前10時～

○場　所　中央公民館大ホール

○定員20名（定員次第締切ぴ））

O参加費　3，0QO円

○申し込み方法

　1月20日〔金ぽで参加費と歌う曲目

　（2曲分）を添えて、中央公民館

　までお申し込みください ，

⇔新春囲碁・将棋大会

中央公民館主催の「新春囲碁・将

棋大会」を次のとおり開催いたしま

す。皆さん奮ってご参加ください。

○日時2月5日㈲
　　　午前9時開始
○会場　中央公民館2階講座室

○会費　一人1，000円（昼食代等）

　　　※中学生以下は500円
○参加資格　市　民

○試合方法

　囲碁・将棋の部とも段級別によ

　るリーグ戦とします。

○申し込み方法

　1月28日吐ぽでに申込書に会費

　を添えて、中央公民館へお申し込

　みください。（申込書は中央公民館に

　あン）ます）

◇第10回小・中・高校

　仙南かるた競技大会

○日　時　1月8日旧）午前9時

○場所　中央公民館
　　　　（昼食持参）

◇成人式は
　　簡素な服装でノ
　今年、市内で大人の仲間入りをす

る新成人は約530人です。これらの

方々の成入式を下記のとおり行いま

すので、簡素な服装でご出席くださ

いo

O日　時　1月15日旧1午前10時

○式場　中央公民館大ホール

◇公民館まつり
　　親子遊びと映画会
0日　時　2月4日（土）午後！時～

○場所白石市中央公民館

　　　　大ホール

○内容

間土
寸

午後1：00～3：QO

　遊び

午後3：00～4：30

　映画

内 容

郷鴛遊1



　輝いています。今のあなた

★　　　　　　　　㊥．
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白石市外二町組合（宮城県不忘園）
　　　　　　　　　　　職員募集について

明るい選挙啓発標語の

　　　　　募集について

　平成7年4月に採用する職員を募

集します。

O職種及び人員　介護員（重度身体

　障害者の生活介助）　若干名

O勤務場所　宮城県不忘園

0身分及び待遇

　地方公務員、宮城県給与条例によ

　る。

O受験資格

　1．昭和43年4月2日から昭和52

　年4月1日までに生まれたもの

　で、高校卒業以上の者または卒

　業見込の者。

　2．特に健康な者

0試験
　ひいてひかれて

　第一次試験

　平成7年1月26日（木）10100～

　筆記試験（作文）

　第二次試験

　平成7年2月上旬　　10100～

　面接・適格性

O受付期間
　平成7年1月9日（月）～18日（水）

○受験申し込み　不忘園庶務課から

　申込用紙を受け取り、必要事項を

　記入のうえ持参する。

○受付時間8：30～17：00

0問い合わせ先
　白石市大鷹沢大町字若林131

宮城県不忘園庶務課暦25－3518

第4回市民綱引大会参加チーム募集〃
O日　時　平成7年2月11日（祝）

　　　　9時開会（8時受付）

O会　場　白石中学校体育館

0種　目　小学生（男女混合）、中学

　　　　生（男・女）、一般（男・

　　　　女・男女混合）

　※競技は8名で行う。ただし、小

　学生は10名とする。

　生涯スポーツ推進事業

○参加資格　白石市に居住又は勤務

　するもので、一般社会人及び小中

　学生によって編成されたチーム。

O参加料無料

O申込締切　1月20日（金）

　詳しくは、市教育委員会生涯学習

　課盈25－2111（内線〉413へ。

ファミリースキー教室受講者募集

　来春4月に第13回統一地方選挙

　（県議選、市議選）が予定されて

　います。

　　この統一地方選挙にかかる明る

　く豊かな郷土づくりや、棄権防止

　等を題材とした明るい選挙啓発の

　標語を募集します。

O応募方法　標語1編を官製ハガキ

　で。※応募者の住所、氏名を明記

　してください。

O応募先　白石市選挙管理委員会

　白石市大手町1－1盈25－2111（内線）

　337、340

0応募締切日

　平成7年1月13日（金）当日消印有

効。採用の標語については、統一地

方選挙の啓発に活用させていただき

ます。

北保育園の写真を
　　　　探しています。

○日時　！月22日旧）

○場　所　みやぎ蔵王白石スキー場

O対象者　市内小学生とその家族

○定　員　50名（定員になり次第締

　切ます。〉

○参加費　1，5⊂）0円（2人）

　　　　（リフト代、保険料等）

0申込方法　1月13日までに市教育

　委員会生涯学習課体育係（何
　25 2111内線412）に参加費を添え

（ただし急患は受付します）

て申し込みください。

○その他　集合、解散は市役所。貸

　スキー希望の方は、申し込みの際

　にお申し出ください。

刈田病院の土曜休診日は1月14日・28日です。

　平成7年度の北保育園新築移転に

先だち、平成7年3月におもいでを

語るイベントを開催する予定です。

　開園当時からの思い出の写真や卒

園時の文集その他、製作物等をお寄

せください。あなたの心のアルバム

より北保育園の歴史に綴る計画です

のでご協力ください。また、この記

事を広報11月号に掲載いたしました

ところ早速アルバム等お届けくださ

った方々に心から御礼申し上げます。

　お送りいただく写真等には住所、

氏名、電話番号、何年当時のものか

を明記して、白石市北保育園

　白石市福岡長袋字山の下34

（盈26－3318）までお寄せください。

1「第48回全国植樹祭』
　　大会テーマ・シンボルマーク募集〃
　第48回全国植樹祭が、平成9年春

に白石市の国立南蔵王青少年野営場

で開催されます。これに伴い大会の

テーマ及びシンボルマークを募集い

たします。

O開催方針
　・みどりを愛する心をひとつにし

　て、森林（もり）づくりを進めま

　す。

　・小さなみどりを世界に広げ、地

　球のみど1）を守ります。

　・森林（もり）とのふれあいを通

　して、自然の大切さを学び伝えま

　す。

　・地域文化を育んできた山村・林

　業の振興に努めます。

　・次代を担う青少年の参加により、

　みどりを未来につなぎます。

○募集内容

　開催方針にふさわしく、かつ親し

　みやすいもの。

○応募資格

　どなたでも自由に応募できます。

O応募締切
　平成7年2月28日まで（当日消印

　有効〉

O応募方法
　官製はがきにより、大会テーマ・

　シンボルマークのいずれか1点を

　記入の上、作品の趣旨説明（50字

　程度）、住所、氏名、年齢、職業（学

　校名・学年）、電話番号を明記し

　郵送してください。

O応募先及び問い合わせ先

宮城県水産林業部全国植樹祭準備室

　〒980－70

　仙台市青葉区本町3丁目8－1

　盈022－211－3058～9

0賞金
　・大会テーマ

　特選1点（5万円）、佳作2点（各

　1万円）を入選とし、賞金およ
　び賞状を贈ります。

　・シンボルマーク

　特選1点（10万円）、佳作2点（各

　1万円）を入選とし、賞金およ
　び賞状を贈ります。

0その他

　・応募作品は自作未発表のものに

　限ります。

　・作品の応募は一人何点でも可能

　です。

　・応募作品は返却しません。

　・シンボルマークの図案の色彩は

　自由です。

　。入選作品の版権、著作権は主催

　者に帰属します。

　・入選作品のうち、特選作品はポ

　スター、パンフレット等各種の広

　報その他に使用します。

　・特選作品については、専門家に

　よる補作を行なう場合があります。

働きたい女性の皆さんへ
　　　　　　一・女性のための短期講習会一

　もう一度働きたいけど、どうして

いいのか分からない。このセミナー

で、職場復帰に必要な知識や情報を

習得し、さわやかに自己発見し、自

分にあった仕事を探してみませんか。

0日時
　。ナイスワークセミナー

　　2月8日（火）～2月113日（月）

　　（ll・12は休み）

　・パートタイム訓練

　　2月14日（火）～2月17日〔金）

O場所白石市働く婦人の家

○受講資格

　・公共職業安定所に求職登録をし、

　公共職業安定所長から職業訓練受

　講推薦を受けた方。

　・新たに職につこうとする方で、

　簡易な事務に従事しようとする方。

O定員
　・ナイスワークセミナー　20名

　。パートタイム訓練

　☆パソコン基礎　　　　　10名

　☆ワープロ基礎　　　　10名

○受講料無料

O特典
　講習終了者には職業能力開発促

　進法による終了証書を交付します。

O申し込み・問い合わせ先

　・白石市働く婦人の家

　智25－5095

　・白石公共職業安定所

　費25－3107
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　　　企画調整課
〒989－12柴田郡大河原町字新青川1－1

盈0224－52－2628



萄》珍魑

休日当番医

1月1日
　内科　亘　理　医　院　岱25－8501

　外科銭谷医院智25－2010
　歯科石川歯科医院盈32－2088

1月2日
　内科　水野クリニック　盈25－2736

　外科橋本医院岱25－1616
　歯科広瀬歯科医院盈26－1871

1月3日
　内科　広　瀬　医　院　⑳25－0238

　外科　刈　田　病　院　岱25－2145

　歯科　岩田歯科医院　暦25－2191

1月8日
　内科　刈　田　病　院　且25－2145

　外科　刈　田　病　院　智25－2145

　歯科　村上歯科医院　費33－4125

1月15日

　内科刈田病院智25－2145
　外科　刈　田　病　院　廿25－2145

　歯科　谷津歯科医院　盈26－3254

1月16日

　内科広瀬医院盈25－0238
　外科銭谷医院各25－2010
　歯科　亘理歯医院　岱26－2563
1月22日

　内科海上医院盈25－1501
　外科　宮　城　医　院　恐25 2062

　歯不斗　自石中央歯科医院　且24－5554

1月29日

　防J羊斗　；水野クリニック　智25－2736

　外科　加　藤　医　院　暦26－2653

　歯科　吉村歯医院　岱25－2118
※都合により変更になる場合があ1）ま

す。

※休日は当番薬局は健康カレンダーで、

■人口　42，255人（前月比）一5

　　界20，769　奪2L486

■世帯数
　　　　　　※住民基本台帳から
書12，412
　　　　　　　11月30日現在

紙
　　上からお礼申しあげます

　生活基盤の整備や白石城復元資金

として、次の方々からご寄附をいた

だきました。紙上からお礼申し上げ

ます。

　芸術マダン蛾眉　代表李聖心氏、

㈱卜一カド東北工場　工場長大宮弘

氏、㈲朝文堂　代表取締役村上朝男

氏、メガネの相沢セラビ白石店　店

長池下順仁氏、大槻寛氏、白石市文

化協会、渋谷武幸氏、倉商事㈱代表

取締役河本弘子氏、小片久氏、菊地

喜一氏、中浜康光氏、（株）陶雅苑代表

取締役佐藤喜助氏、仙南ヤクルト販

売店親交会代表松野真智子氏、佐藤

與治氏、佐藤清七氏、佐藤雄氏、後

朋　　争入札参加資格申請について

血血

藤与一郎氏、江場マサエ氏、江場紹

雄氏、佐藤良一氏、佐藤良男氏、片

平まさい氏、和泉常夫氏、新山真由

美氏、新山吉紀氏、新山実氏、新山

民夫氏、白石蔵王パレスホテル㈱チ

ロル　代表取締役藤城晃一氏、東北

電力㈱白石営業所所長嶋武氏、（掬

ユアテック白石営業所　所長吉田弘

氏、上西俊治氏、東北電力㈱　取締

役社長八島俊章氏、ゼンセン同盟白

石地区労使懇話会　代表越河英一氏、

白石市小中学校長会　会長石橋徹郎

氏、登別市長上野晃氏ほか27名、白

石郵便局　局長石井靖三氏、登別物

産会、正派若柳流若佐会　代表若柳

佐与氏

　市では、平成7年・8年度におけ

る建設工事、コンサルタント、物品

等の競争入札参加資格申請の受付を

次のとおり行ないます。

O資格有効期間　2年間

○申請用紙　建設省統一様式

O受付期間　2月16日～28日

O受付場所　市役所第3会議室

O問い合わせ先
　市総務課管財契約係

　岱25－2111（内線）334、335

σ995年農業センサスにこ協力を

　農林水産省では、平成7年2月1

日現在で農業センサスを実施します。

　この調査は、全国の農家などの農

業を営む事業体のほか、農作業を請

け負う事業体のすべてを対象として

行なう調査で、我が国の農業の生産、

就業等に関する基本構造の実態と変

平成7年度保育園入園児の受付を

化を明らかにするとともに、土地、

労働力、資本の資源総量をとらえる

ために実施します。

　調査員が記入依頼にお伺いいたし

ますので調査にご協力くださいます

ようお願いします。

　詳しくは、市総務部企画財政課統

計係雅25－2111（内線）362へ。

始めます
　1月9日卿から、4月に保育園へ

入園する児童の受付を始めます。入

園を希望される保護者の方は、関係

書類を添えて福祉事務所または各保

育園へお申し込みください，

　なお、現在入園中及び申請中の乳

幼児についても新たに申し込みが必

要になります。

0受付期間　平成7年1月9日（月）

　　　　　～1月20日（金）

　平日　午前8時30分～午後5時

※広報しろいし12月号にくわしく掲

載しています。

O問い合わせ先
　福祉事務所保育係岱25－2111〔内

　線）153へ

武
　　家屋敷七草の会

0日　時　平成7年1月7日（土）

　　　　11100～13：00

0会場
　片倉家中武家屋敷「旧小関家」

O主催白石市教育委員会
O共　催　白石市文化体育振興財団

O内　容　　「七草粥」づくりを実演

平成7年

　し武家屋敷にお越しいただいた皆

　さんに試食していただきます。

O問い合わせ先

　教育委員会生涯学習課岱25－2111

　（内線）412

※なお、当日11：00～13：00まで入館

無料といたします。

社会福祉公開講座の
　　　　　　お知らせ！！

O日　時　平成7年2月2日（木）・

　　　　3日（金）
○場　所　仙台市青年文化センター

　　　　シアターホール
　仙台市青葉区旭ヶ丘3－27－5

　曹022－276－2！10〔代）

○対象どなたでも参加できます。

○定　員　一日500人

O受講料無料

O受講申込
　希望者は、勤務先または住所、

　氏名および受講日を電話または往

　復ハガキでお申し込みください。

　　なお、受講整理券を個人または、

　団体あてに送付いたしますので当日

　ご持参ください。

O申込先及び問い合わせ先

宮城県総合福祉センター福祉研修部

〒980仙台市青葉区本町1丁目4－39

盈022－224－1491（内線）300～302

0申込締切日

　平成㍗年1月17日（火）

O主な内容
　2月2日（木）

　講演「21世紀福祉ビジョンにおけ

第32回元旦マラソンに

　　　　こ参加ください

　　る在宅福祉の展望」

講師　厚生省老人保健福祉局

　　老人福祉企画課長補佐

　　香取照幸氏
講演「新たなる豊かさを求めて」

講師　評論家　五代　利矢子氏

2月3日（金）

基調講演

「新ゴールドプランに見る在宅福

祉の展開」

講師　山形大学人文学部助教授

　　小笠原　浩一氏

シンポジウム

テーマ「新たなる豊かさを求めて」

司会　東北福祉大学教授

　　小松洋吉氏
シンポジスト

　山形大学人文学部助教授

　　　　　小笠原　浩一氏

　白石市長　川井　貞一氏

涌谷町町民医療福祉センター

所長　　前沢政次氏
宮城県100人委員会高齢福祉部

会委員　　新津ふみ子氏

「

白石郵便励、らの

お知らせ

郵便局のATM・CDは、
おおみそか（12月31日）土曜日

　も稼動します。

　稼動時間は局によって異なります

のでご注意ください。（1月1日か

ら3日までは休止します。）

　なお、為替貯金の窓口は12月31日

～1月3日まで休止しますので、よ

ろしくお願いいたします。（民間金

融機関も同じです。）

年末年始の郵便窓口

　　取扱時間は
　　　　次のとおりです。

　なお、取扱時間は各局によって異

なりますので、事前にご確認くださ

いo

郵便の窓口取扱時間

区　　分

白石局
北白川局

越河局
1’1イゴ凶∫1ノ寸

の．h記以
外の局

区　　分

12 月

29日（木）30日（金）

9＝00～19：00

g：00～17＝00

9：00～17：00

1

取扱い
ません

1日㈹ 2日〔月）

31日出

9二〇〇～

15：00

9：00～

12：30

取扱い
ません

月

取扱い
ません

3日閃
9：00～12：30

9：00～12；30

取扱いません

市内の交通事故11／11冒鰯罪

平成6年度第17回青少年

健全育成みやぎ県民のつどい

O日　時　平成7年1月1日

Oコース　益岡公園駐車場→女子高

正門前→沢端川→八幡神社→白高正

門前→益岡公園→益岡公園駐車場

（お城山一周約2．5km）

○スタート　午前7時

※タイムを競うものではありません。

　どなたでも自由にご参加ください。

○連絡先　渡辺知治各25－2225まで。

事故発生件数

死亡者数

負傷者数

物損件数

60イ牛　（612イ牛）

0人（5件）

17人（184人）

45f牛（456件）

平成6年度第17回青少年健全育成み

やぎ県民のつどい

次の方々が表彰されました。

・青少年健全育成功労者（団体）

　（社）白石青年会議所

・在学青少年社会参加活動善行者

　（団体）

　白石市立南中学校生徒会

　　　おわびと訂正
　12月1日配付の広報しろいし12月

号「白石市制施行40周年記念式典」

特集2ページにおきまして、誤りが

ありましたので訂正しておわびいた

します。

（誤）白石市・大平村……

（正）白石市・越河村・大平村……



レ碧水園からイベント情報一

★碧水園舞台開き
謡曲・仕舞・詩吟・神楽・日本舞踊ほか

O日時　1月8日（日）10時～12時
O主催白石市伝統芸能振興会
★市民茶会

○日時　！月8日（日）！0時～！5時
○お茶券　1，000円

○主　催　白石茶道会
★碧水園茶会
初めての方もどうぞ。

O日時　1月29日（日）10時～15時
○料　金　お茶菓子　400円
★沼田　曜一「民話の世界」

語りと横笛で綴る美しいふるさとの叙情詩の
世界です。

O日時平成7年2月4日（土）
　　　午後1時開場・午後2時開演
○場　所　白石市古典芸能伝承の館
O入場料　おとな　2，000円　こども　1，000円1

　　　　　　　　　（中学生以下）
O問い合わせ先　伝統芸能振興会（碧水園内）　テ

号ピ，1墳循館

　　　　　　－　　　傘．潤r憲

景
一　　　　　　　　　佐藤勝昭くん
　　　　　　　　　（福岡小6年）

白石城複

賜

」

　　一L　、ほほえましい話題を一つ。勤

労感謝の日にちなんで、めぐみ

幼稚園（松田基宣園長）の園児

が、11月18日白石城復元現場を

訪れ、職人たちに野菜や果物を

プレゼントした。

この日は年長組の園児約40人

が、大根や白菜、リンゴ、ミカ

強盤、
遷獄

　　　　購
　　　鍵

ンなどを持ち寄って工事現場を訪れた。園児たちは天守閣の大

きさ’に驚きながら、「立派なお城をつくってくれてありがとう。

これからもお仕事頑張ってください」と職人を激励。手作りの

メダルを掛けてもらった職人たちは「みんなもお城を作れるよ

うな立派な人間になってください」とお礼を述べた。

さて、今月は塀の話をしよう。戦国時代の城では、土塁の上

に掘っ立て柱を立てて塀を作っていたが、土塁が石垣に変わっ

たので、塀の柱は石垣上に置いた土台の上に立てた。それだけ

では倒れるので、裏側に別に掘っ立て式の控え柱を立て、塀の

柱と貫でつないで頑丈にしてある。いざ戦いとなれば、壁の矢

狭間、鉄砲狭間だけでなく、この控え柱と貫を利用して仮設の

櫓を作り、塀の上からも鉄砲を打ち、矢を射るのである。
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丁谷熊

俊明さん・陽子さんの長女

ママからひとこと

いつもニコニコ笑顔でね！

パパからひとこと

「めざせ、世界征服〃」

駒－
一
一

市

6

長

人権擁護
行 政

生 舌亀マ

税 務

社会保険
消費生活
補聴器巡回

サービス

無料法律

障　害　者

青　少　年

曲
辰 家

こころの相談
（精神保健）

17

17

17

17

25

17

17

毎週月・水・金

リオン
12。25
ニホン
27

！7

9

　毎週
月・火・木・金

10

10

騙
1

1
■

10：00～12：00

10：00～15：00

10：00～15：00

10：00～15：00

10：00～12：00

10100～15：00

9：30～15：00

10：00～15：00

13：00～14：00

10：30～11：30

10：00～15：00

市民室　＠1
第2会議室　　＠2

第2会議室　　⑫2

第2会議室　　＠2

福祉事務所内相談室

　　　　＠1
第2会議室　　⑲2

第3会議室　＠3
健康センター1階
生活環境言果

福祉事務所　＠1

第4会議室　　＠4

電話相談、手話での相談もできます，費25－2111内線351
　　　　　第3会議室　＠310：00～15：00

9：00～17：00

10：00～12：00

9：30～11：00

青少年相談センター

　　　　⑫4

市民室　＠1

健康センター


